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宮崎中央地区本部
記念式典および代表者会
JAみやざき 第2回通常総代会
 JAみやざきのチカラを発見！
GOGOはぴす



６月20日、ＪＡＡＺＭホールにてＪＡみやざき宮崎中央地区本部記念式典を開
催いたしました。開会にあたり、有田秀明地区本部長が式辞を述べました。（下
記式辞要旨）
記念式典には、組合員の皆様をはじめ、中部農林振興局局長、宮崎市農政企画
課長、国富町農林振興課長、ＪＡグループ役職員など約280名を超える方々が参
集し、功績者表彰、営農振興事業等の取り組みについての報告が行われました。
また、同日の記念式典終了後に「宮崎県農業協同組合」が発足し、初めてのＪ
Ａみやざき宮崎中央地区本部代表者会（旧ＪＡ宮崎中央の総代会）が開催されま
した。議事は福田誠議長（総代長連絡協議会会長）のもと行われ、総代・代表者
からは、様々な質問や貴重なご意見をいただきました。

『平成９年に旧６ＪＡが合併し、組合員の皆様とともに歩んでまいりました。
この間ご尽力いただきました組合員の皆様をはじめ、歴代役員、各組織の皆様、
そしてご指導いただきました関係機関の皆様へ深く感謝申し上げます。
さて、近年の世界的規模での気候変動、戦争、コロナ禍などにより食糧や資源
などの物流混乱による生産コストの高止まりが続いており、コスト上昇分が農畜
産物の価格に転嫁できず、農家の経営継続を危機的なものとしております。ま
た、高齢化による組合員の減少、出資金の減少などＪＡの経営基盤の脆弱化が予
想され、10年先、20年先を見越して宮崎県内のＪＡが合併し、令和6年4月1日
よりＪＡみやざきがスタートしました。
これからは、ＪＡみやざきの協同の力の結集により、更なるスケールメリット
創出実現のために、今後も組合員の皆様のご意見をお聞きしながら役職員一体と
なってＪＡ事業運営に努めて参ります。』

ＪＡみやざき宮崎中央地区本部記念式典および
宮崎中央地区本部代表者会

JAみやざき第2回通常総代会

６月28日、ＪＡみやざきの第2回通常総代会が宮崎市民文化ホールで開催
されました。開会にあたり、栗原俊朗組合長が挨拶を行いました。
議事は、宮崎中央地区本部の福田誠議長と都城地区本部の溝辺幸男議長の

もと行われ、９議案が承認されました。

《式辞の要旨》

議案第１号　第28年度（令和６年度　２月～３月期）事業報告及び損失処理案
　　　　　　の承認について
議案第２号　第１年度（令和６年度）事業計画及び関連事項の承認について
議案第３号　役員退職慰労引当金規程の変更について
議案第４号　目的積立金の設定及び残高移管等について
議案第５号　定款及び定款附属書総代選挙規程の一部変更について
議案第６号　規約の一部変更について
議案第７号　３畜連との権利義務承継契約の承認について
議案第８号　宮崎県信用農業協同組合連合会からの信用事業の一部の譲り受け
　　　　　　について
議案第９号　国等の施策に基づく奨励金等の事務の委任について

提 出 議 案

3　2024.8月号　めぐみ 2024.8月号　めぐみ　2



森 永 利 幸
代表理事組合長

藤 原 榮 伸
代表理事組合長

福 田 作 弥
副組合長理事

仁田脇　安　博
専務理事

中 山 博 文
金融担当常務理事

中 村 文 明
金融担当常務理事

原 井 明 夫
代表監事

四 本 和 正
代表監事（故人）

齋 藤 初 行
代表監事

岩 﨑 次 夫
代表監事

福 田 　 誠
総代長連絡協議会　会長

田 村 　 努
農事実行組合長代表者会　会長

片 上 英 行
農事実行組合長代表者会　会長

栗 原 一 峰
青年部部長

岩 切 　 孝
青年部部長

細　川　洋一郎
青年部部長

川 越 達 也
青年部部長

髙 橋 陽 一
青年部部長

本　田　ムラヲ
女性部部長

佐 伯 祥 子
女性部部長

横　山　稜威子
女性部部長

川　添　ゆきみ
女性部部長

渡　邉　ふゆ子
女性部部長（故人）

日 髙 栄 子
女性部部長

石 川 　 浩
農協利用者年金友の会　会長（故人）

川 越 　 林
農協利用者年金友の会　会長

原 田 三 郎
農業経営改善協議会　会長（故人）

下宮園　浩　市
農業経営改善協議会　会長

川 越 重 治
資産管理部会　会長

谷 口 和 男
資産管理部会　会長

 

福 永 康 博
野菜連絡協議会会長／胡瓜部会会長

加 藤 勝 敏
野菜連絡協議会会長／胡瓜部会会長

重 永 義 明
野菜連絡協議会会長／胡瓜部会会長

郡 　 弘
ピーマン部会会長

脇 田 洋 一
ピーマン部会会長

横 山 達 朗
ピーマン部会会長

春 吉 隆 己
ピーマン部会会長

山 本 祐 樹
ピーマン部会会長

山 元 　 豊
ミニトマト部会会長

湯 地 武 伸
トマト部会会長

酒 井 重 信
トマト部会会長

黒 木 信 義
トマト部会会長

湯 地 　 勇
トマト類部会会長

小八重　佳　市
トマト類部会会長

平 田 喜 勝
メロン部会会長

長谷川　　　清
南瓜部会会長

横 山 文 男
南瓜部会会長

祝 園 隆 志
ニラ部会会長

緒 方 良 美
ニラ部会会長

長 友 廣 男
いちご部会会長

久 島 雅 裕
いちご部会会長

比江島　秀　俊
いちご部会会長

谷 口 　 豊
いちご部会会長

坂　元　栄二郎
いちご部会会長

野 﨑 　 築
ゴーヤー部会会長

福 田 光 洋
ハウス生姜部会会長

長 友 　 久
せんぎり大根部会会長

髙　砂　修一郎
せんぎり大根部会会長

久木山　茂　実
せんぎり大根部会会長

籾 木 洋 二
せんぎり大根部会会長

杉 田 政 則
干し大根部会会長

松 山 一 男
干し大根部会会長

高 間 秀 一
総合部会会長

山 﨑 進 郎
総合部会会長

児 玉 照 義
総合部会会長

東 　 守
果樹連絡協議会会長／温州みかん部会会長

外 山 清 一
果樹連絡協議会会長／日向夏部会会長

三 浦 康 男
温州みかん部会会長

藤 元 　 学
マンゴー部会会長

仁田脇　義　彦
マンゴー部会会長

横 山 　 洋 一
マンゴー部会会長

河 野 利 泰
ハウス金柑部会会長

斉 藤 　 覺
デコポン部会会長

門 前 出 光
花卉連絡協議会会長／菊部会会長

吉 野 恒 男
花卉連絡協議会会長／切花部会会長

桑 畑 新 一
洋ラン部会会長

串 間 義 幸
洋ラン部会会長

中 原 　 慎 太 郎
洋ラン部会会長

近 藤 　 誠
洋ラン部会会長

中 原 雅 信
洋ラン部会会長

岩 元 英 美
菊部会会長

坂 口 博 幸
菊部会会長

田 中 康 明
茶部会会長（故人）

石 山 吉 郎
茶部会会長

川 越 崇 臣
茶部会会長

椎 　 高 偉
畜産連絡協議会会長／繁殖牛部会連絡協議会会長

小 森 　 正
畜産連絡協議会会長／繁殖牛部会連絡協議会会長

十 河 啓 二
畜産連絡協議会会長／繁殖牛部会連絡協議会会長

日 高 庄 三
肥育牛部会会長

川 越 哲 也
肥育牛部会会長

日 高 省 三
肉豚部会会長

石 川 幸 次
酪農部会会長

功労表彰者
（敬称略・名前・略歴）

組織功労の部（30名）

営農振興の部（62名）
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～
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月
～

洋ラン部会
生 産 者 数：13 戸 (23人)
出　荷　月：周年
年間出荷量：約14万鉢

胡蝶蘭の苗は海外から輸入し、暑いハウス環境の中で苗を生長させていきます
（10か月～１年）。
その後、涼しい温度のハウスへと移し、花を咲かせていきます（５～６か月）。
花を付けた苗は３～５本立てとして同じ鉢に入れ、人の手で茎の流れを仕立て

たり、花の向きを揃えたりと整えます。
◎夏場の管理方法◎
夏は４～５日に１回程度、根元が乾いたら水をあげてください。直射日光の当

たらない風通しの良い場所に置いて、カーテンなど花びらに当たらないようにも
ご注意ください。

撮影のご協力
生産者 「ひむか洋蘭」中原雅信さん（洋ラン部会 部会長）

中原さんはコチョウランの栽培を始めて13年ほど。
近年は売値について課題もあります。海外から購入する苗は、苗代もかかり、
更に使用する肥料なども海外のものが多いため資材の高騰が続きます。
頑張って良いものを作ることができても原価が高く、売値が高くなり購入者が
減少。部会としても販売に向けた努力を行います。
「コチョウラン栽培は咲かせることの難しさに魅力があります。しっかりとした
技量が必要で、様々な加減の難しさがあります。
また綺麗に魅せる職人としての技術が必要であり、私はここで働く方々の技術
力に助けられています。」

花ごよみでご紹介した
花きをプレゼント！
花卉連絡協議会では、「皆さまの日常に花
のある暮らしを！」を目指し様々なＰＲ活動
を行っています。今月は『ミディ コチョウラ
ン』を抽選で１名の方にプレゼントします。
小さめの胡蝶蘭でご自宅でも育てやすい
サイズです☆
お近くの支店に直接受け取り頂けること
が条件でございます。たくさんのご応募
をお待ちしております。

応募締切：8月23日㈮

ハガキにて
ご郵送
ください。

住 所

裏 面

〒880-0813 宮崎市丸島町1-17
ＪＡ宮崎中央広報誌
「花ごよみプレゼント」係
①住所　②電話番号　③名前　
④花ごよみ・花きに関するご意見・ご感想

花卉連絡協議会花卉連絡協議会花卉連絡協議会
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６月12日、大葉部会はMRTラジオ「スクー
ピー」に大葉の消費拡大PRとして出演しました。
生産者の黒木健太さん主催で大葉を使ったおに
ぎり選手権を開催。生産者、JA職員、またラジ
オリポーターの方も知恵を出して頂き、何種類も
のおにぎりを作りその美味しさ
を競いました。
番組の中でそれらを試食いた
だき、大葉の美味しさをリポー
トしていただきました。黒木さ
んは「夏にぴったりの爽やかな
大葉をたくさん食べて欲しい」
とＰＲしました。

ススススククククッッッッピピピピトトトトととととっっっっほほほほ JA宮崎中央のSDGs
の取り組みをマーク
で表示しています

大葉でおにぎり
チャレンジ！

6月12日

６月13日、マンゴー部
会は総合選果場でマン
ゴー選果を行う男性職員
へ完熟マンゴー『太陽の
タマゴ』の贈呈を行いま

した。横山洋一部会長は日頃の感謝を込めて、一人一
人にマンゴーを手渡しました。箱の中には父の日の感
謝を込めたカードが同封されていました。

6月13日 太陽のタマゴで
「父の日」感謝

６月19日、マンゴー部会役員４名は宮崎中央地区本部常勤役員へのマ
ンゴー贈呈式および意見交換会を行いました。有田秀明地区本部長は
「今年は栽培管理に苦労されたでしょうが、主力品目として部会の努力
に感謝します。JAみやざきとして一緒に盛り上げてほしい」と挨拶さ
れました。
また、部会役員からJAみやざきとなっての新しい販売戦略や県内の

統一に関してなどの意見があがり、生産者とJAのさまざまな意見交換
が行われました。

6月19日 マンゴー部会役員
常勤役員と意見交換

いつもありがと
う

いつもありがと
う

ございます☆ございます☆

試食会では食べてニッコリ☆
有田地区本部長

インタビューを受ける黒木さん

大葉食べてね☆大葉食べてね☆
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花を捧げ祈る花を捧げ祈る
繁殖牛部会連絡協議会会長繁殖牛部会連絡協議会会長
十河啓二さん十河啓二さん

長園原慰霊碑前にて長園原慰霊碑前にて

2010年に発生した口蹄疫から14年、長園原共同
埋却地で口蹄疫献花式が行われました。管内畜
産農家、JA役職員が参加し、慰霊碑に花を手向
け、犠牲となった家畜へ感謝を祈りました。
当時を振り返るとと共に、今後の防疫体制につ
いて改めて再確認を行いました。

6月26日 佐土原の埋却地で家畜慰霊

各支店の金融店舗に置いています☆お気に入りの図書は注文購入できます！ 詳しくは女性部担当職員にお尋ねください

家の光図書 新 入 荷 情 報新 入 荷 情 報
　

７１歳、ひとり暮らし。
愉しい定植

小学生のお料理 疲れていても、
おいしいものが食べたい！

7月

宮崎中央地区本部の各部役職員は、
宮崎県、宮崎市、国富町との県央農政
懇話会を行いました。営農・経済・畜
産等の各部門ごとに、産地を巡る販
売・資材・燃料等についての問題につ
いて確認し、協議を行いました。
有田地区本部長は「生産者の経営を

維持するため、行政、地域と協力して
いきたい。これからの農業振興のため、
意見を頂きたい」とあいさつ。農家所
得の向上や地域農業の振興について
JAと行政の協力を確認し合いました。

7月3日 農業各部門の状況について確認

月のあなたの運勢 占い師　モナ・カサンドラ

牡羊座 3/21〜4/19 全体運★運勢に勢いがあります。レジャーも楽しめるのでリッチな計画を立てて出かけましょう。華やかな装いにツキ

8
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国富支店

高岡支店

おもと会　県内視察研修 フレミズ　子どもたちと体験学習会

５月２９日、国富支店おもと会６９名は、川南町にある宮
崎県農協果汁㈱の工場見学を行いました。

体験学習　苔玉づくり
６月５日、高岡支店女性部４３名はガーデニング教室を行
いました。今回、初めて苔玉の作成体験を行いました。

５月２２日、国富支店フレッシュミズ９名は子ども 10 名
とともに、真鍮リングワークショップ・子どもエーコープマー
ク商品を使った料理教室を行いました。

料理教室 ワークショップ

可愛く完成★

牡牛座  4/20〜5/20 全体運★すれ違いが起きやすい月です。説明は丁寧に。手順通りに進めれば下旬には成果が見え始めます。旅行は近場が吉7　2024.8月号　めぐみ 2024.8月号　めぐみ　PB



地　区 性 別 頭 数 最　高 最　低 平均価格 kg単価

宮　崎
雌 33 665,500 323,400 478,167 1,661
去勢 43 928,400 258,500 568,214 1,798

南宮崎
雌 52 609,400 215,600 435,452 1,607
去勢 87 732,600 358,600 532,741 1,779

田　野
雌 36 625,900 238,700 474,375 1,745
去勢 36 706,200 376,200 528,153 1,772

佐土原
雌 54 767,800 343,200 484,876 1,675
去勢 53 763,400 282,700 558,592 1,755

高　岡
雌 39 627,000 225,500 459,518 1,636
去勢 39 796,400 399,300 583,254 1,870

国　富
雌 79 671,000 284,900 458,087 1,625
去勢 109 888,800 359,700 571,980 1,837

合　計
雌 293 767,800 215,600 463,460 1,651
去勢 367 928,400 258,500 557,202 1,804
総体 660 928,400 215,600 515,587 1,740

宮崎支店

生目支店

国富支店

６月１３日、宮崎営農
センターはピーマン生産
者の日髙捨幸さん協力の
もと、吉野保育園・檍保

育園の子どもたち約２００人とピー
マン収穫体験を行いました。
子どもたちはハウスの中に次々と
入っていき、暑さにも負けず、笑顔
で収穫を行っていました。

６月１１日、
国富支店八
代支部青年
部 は、八 代

小学校５年生とともに
田植えお米学習を行い
ました。青空のもとみ
んなで一列になり、田
んぼ一面をすべて手植
えで作業を行いました。

６月２１日、北支部青
年部は倉岡小学校５年生
と田植えのお米学習を行
いました。自分たちで種
をまいて育てた苗を植え
ていきました。

は の

わ
ぴす

絵本を使って
ピーマンのお勉強☆

笑顔で楽しそうです☆

ナイスキャッチ！？

双子座  5/21〜6/21 全体運★思い立ったが吉日、フットワークの良さが光ります。チャレンジ精神を発揮して新しいことを始めるのも◎9　2024.8月号　めぐみ 2024.8月号　めぐみ　8



成 績（敬称略、かっこは支店名）
【雌牛の部】
2席　児玉　洋子（南宮崎）
3席　石川　宏一（国富）

4席　関谷　直樹（国富）
5席　増田　純一（南宮崎）

海江田　和利さん（高岡）雌子牛の部

令和６年6月19日
【出場頭数】
雌子牛の部　22頭　去勢子牛の部　開催なし

6月期品評会

「あまてらす」号(R5.9.21)父「羅旺４５」、母の父「福之姫」、母の祖
父「百合茂」、母の母の祖父「安平」

6 月期子牛セリ市 令和6年6月13日～14日

地　区 性 別 頭 数 最　高 最　低 平均価格 kg単価

宮　崎
雌 33 665,500 323,400 478,167 1,661
去勢 43 928,400 258,500 568,214 1,798

南宮崎
雌 52 609,400 215,600 435,452 1,607
去勢 87 732,600 358,600 532,741 1,779

田　野
雌 36 625,900 238,700 474,375 1,745
去勢 36 706,200 376,200 528,153 1,772

佐土原
雌 54 767,800 343,200 484,876 1,675
去勢 53 763,400 282,700 558,592 1,755

高　岡
雌 39 627,000 225,500 459,518 1,636
去勢 39 796,400 399,300 583,254 1,870

国　富
雌 79 671,000 284,900 458,087 1,625
去勢 109 888,800 359,700 571,980 1,837

合　計
雌 293 767,800 215,600 463,460 1,651
去勢 367 928,400 258,500 557,202 1,804
総体 660 928,400 215,600 515,587 1,740

畜産NEWSNEWS

国富町産の宮崎牛を地元の学校給食へ
企業版ふるさと納税に感謝状

７月４日、国富町企業版ふるさと納税に伴う食育教室及び感
謝状贈呈式が行われました。今回、『株式会社九州パール紙工』
より、物品による寄附として宮崎牛サーロイン７５㎏が、町内
小中学校（生徒数1,297人）の学校給食にサイコロステーキの
献立として提供されました。 給食提供の当日は、本庄小学校

６年生を対象とした食育教室が行
われ、国富町肥育牛部会　笹森啓
太会長が牛の飼育法や仕事内容な
ど宮崎牛ができるまでを説明しま
した。

贈呈式では国富町　中別府尚文町長が㈱九州パール紙工　坂本正光代表取締役に感謝状を贈
呈いたしました。宮崎牛はＪＡと㈱ミヤチクの協力により町内産のものが用意されました。中
別府町長は「物価高で給食も限られた予算で大変な中、子どもたちが喜ぶ食材の提供に感謝す
る。また町内の生産者が育てたものを提供いただき、農業経営が厳しくなっている農家支援に
もつながるものとしてＪＡ・ミヤチクの皆さまの協力に感謝する」と挨拶されました。

その後の給食の時間には、子どもたちと一緒に宮崎牛を味わいながら、子どもたちからの様々
な質問に答え、給食時間を楽しみました。

給食交流

感謝状贈呈

食育学習

蟹座 6/22〜7/22 全体運★自分のペースを大切に。周りの言うことを気にし過ぎないようにしましょう。おいしいものを食べて運気アップ !9　2024.8月号　めぐみ 2024.8月号　めぐみ　8



６月２４日、宮崎中央地区本部女性部はグラウンドゴルフ大会を開催しました。
管内の各支店女性部会員が集まり、元気に楽しく身体を動かしました。今年は
生目の杜はんぴドームで行われ、会場は歓喜や笑い声であふれグラウンドゴル
フを楽しまれていました。上位成績の方への表彰のほか、常勤役員から宮崎牛
の賞品があり、閉会式ではじゃんけん大会も開催され大変盛り上がりました。

表彰式

開会の
挨拶

女性部
ふれあい大会

女性部交流大会
笑顔

いっぱ
い !!

お肉じゃんけん大
会

獅子座 7/23〜8/22 全体運★星の加護に恵まれ勢いがあります。正面突破でもいけますが協力者を募るのも◎。いろいろ試してみましょう11　2024.8月号　めぐみ 2024.8月号　めぐみ　10



６月２４日、宮崎中央地区本部女性部はグラウンドゴルフ大会を開催しました。
管内の各支店女性部会員が集まり、元気に楽しく身体を動かしました。今年は
生目の杜はんぴドームで行われ、会場は歓喜や笑い声であふれグラウンドゴル
フを楽しまれていました。上位成績の方への表彰のほか、常勤役員から宮崎牛
の賞品があり、閉会式ではじゃんけん大会も開催され大変盛り上がりました。

表彰式

開会の
挨拶

女性部
ふれあい大会

女性部交流大会
笑顔

いっぱ
い !!

お肉じゃんけん大
会

全体運★上昇運です。困難な状況を解消するために手を尽くしましょう。諦めない気持ちが好結果をもたらします乙女座 8/23〜9/2211　2024.8月号　めぐみ 2024.8月号　めぐみ　10



小林市と姉妹都市
「石川県能登町」。能
登半島地震後に行政と
協力を行い、寄付金や

飲料水・無洗米などを送り、被災地復興
に向けて様々な協力を行っています。

はぴすが巡る県内地区本部。宮崎中央

とは違った特徴や名産、名所を見つけよう

とはぴすが行きます！第4 回は「こばやし

地区本部」を訪れました。

JA みやざきのチカラを発見！

GOGOはぴす

こばやし地区本部
こばやし地区本部
地域：小林市、高原町
部会：和牛部会、肥育牛部会、酪農部会、
マンゴー部会、メロン部会、
甘藷部会、加工大根生産部会　など

こばやし情報はこちらから
フォローお願いします! !

１月、きんかん部会は『たまたま』
の販売解禁日に大阪の市場で販売PR
を行いました。解禁前には目揃え会を
開き、部会生産者で出荷基準等につい
て確認を行います。

こばやし地区本部は合併前の３月末
に「ＪＡこばやし」合併50周年記念式
典を行いました。歴代役員の方々など
約160人が集まり開催されました。

畜産業も盛んな小林地区。小林市の和牛生産
者　西田さんの所有する「さきえ」号がなんと
６産連続で双子の子牛を出産したそうです！毎
回無事に出産してほしいと願う生産者さんです
が、続けて双子の出産をしてくれる母牛に感謝
していると話されていました。

仕事内容
技術員として管内の
肥育牛管理指導、枝
肉販売に関する業務
を行っています。肥
育指導３人、和牛生
産９人でこばやし地
区本部の畜産業を支
えます。

こばやし地区本部産
美味しい宮崎牛自慢！
宮崎牛は脂の融点が低
く、サシが多くても脂も
さらっと美味しくあっさ
り食べれます！

私は日本一の畜産地域の農家の
方々に技術指導を通して、日本一
の宮崎牛を作るため、日々、農家
の皆さんから勉強をさせてもらっ
ています。周りには自由にのびの
びとさせてもらえる、先輩・上司
が立派な方々たちばかりで、いつ
も助けていただいています。

部会講習会の様子

小林市にある農畜産物・加工品
等を販売する直売所。令和 3 年
にリニューアルし、店内も駐車
場も広々です。特に休日の午前
中は賑わいを見せ、イベントも
開催されます。

令和５年の宮崎県共進会では、こばやし地
区本部から３部門のグランドチャンピオン
を獲得するほど畜産業が盛んです。４月、
百笑村で宮崎牛イベントが開催され、多く
の購入者で賑わいました。今年度もゴール
デンウィークやお盆前に宮崎牛１頭売り販
売会を行っています。お得なお値段で焼肉
用・すき焼き用・ホルモンなどさまざま販
売しており、開始前には大行列、両手に抱
えきれないほど購入されていきます。開催
については百笑村インスタ等チェックして
みてくださいね。

スポーツで全国大会に出場するこば
やし地区本部管内の高校生へ『特別
栽培米ヒノヒカリ』や役職員から募
った寄付金を贈呈します。管内の美
味しいもので力いっぱい！全国の舞
台で大活躍です。

職員
インタビュー　

こばやし地区で発見！

直売所
百笑 村

農産物で応援活動も盛ん

11月、秋の一大イベント「JAふれあい
フェスタ」が開催され、ステージイベン
トが４年ぶりに開催されました。焼肉コ
ーナー、餅つき、お楽しみ抽選会、各ス
テージイベントなど、職員・各部会生産
者・青年部・女性部で協力して開催され
たイベントは大いに盛り上がりました。

組合員・地域の皆さまに感謝イベント

来たら寄ってみ

生産者紹介

よろしく
お願いします！

所属：畜産部 肥育牛課
安田 賢太朗 職員（32）

勤続年数 4 年　

はぴすのお散歩～県内編～ 
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常に大切にしている
ことは消費者の顔を忘
れないことです。消費
者に満足してもらうこ
と、また購入したいなと思ってもらう、そ
んなマンゴー作りを目指します。
生産者が生活のため儲かることはもちろ
ん大切だとは思いますが、お互いが
Winwinの関係が必要です。（消費者だっ
て高すぎたら買いませんからね）
こばやしの産地を守り、50年100年と続
く産地づくりを目指します。県亜熱帯果樹
部会でも県内の品質統一のため勉強会を行
っているため、そこで学ぶことをこばやし
の後継者ら若い生産者にも伝え、同じ品質
レベルで進んでいけるよう、部会でも統一
を図り頑張りたいです。

令和５年11月25日にはアールスメロンのブ
ランド『めろめろメロン』の初競りが行われ
ました。ブランドは出荷されたアールスメロ
ンの中でも、見た目・糖度に基準を設けブラ
ンド認証を行って出荷されています。

松田　泰一さん
（マンゴー部会 31人、部会長）

農業を始めて48年、
アールスメロンの栽培
は30年になります。１

玉が美味しく育つため、環境をつくる・天
候に気をつけるなど、大切に見守る期間は
長く時間がかかり、そのため後継者不足が
問題にあります。現在生産を行う農家はメ
ロン栽培の面白さ・大変さを理解しながら
楽しく生産しています。
旧４ＪＡでそれぞれが作り上げたブラン
ド力・品質を守りながら宮崎産のメロン作
りを頑張りたいです。

５月24日、メロン・マンゴーフェアのＰ
Ｒとして、小林市長および高原町長へ贈呈
を行いました。何十年と続くメロン部会の
贈呈式とともに、13年ほど前からマンゴー
部会も一緒にＰＲ活動を始めました。市
長・町長に現状の報告や多くの皆さまに購
入いただく機会としており、松田部会長、
下村部会長ともに今年も良い品質のものを
お届けすることができました。

販促イベントとし
てマンゴーとメロン
のセット販売を行っ
ています。

下村　孝一さん
（メロン部会（アールスメロンや
タカミメロンを栽培）24人、
部会長）

販売会議初競り

10月、地域の小学生や保育園児に
サツマイモ収穫体験を行います。地
域の食育活動に貢献します。

宮
崎
牛
販
売
会

毎年同じようにできない、
思うようにできないからこそ

おもしろい！！
そんなものを作っています！

こばやし地区本部のこんな職員と頑張ってます !!

天秤座 9/23〜10/23 全体運★コミュニケーションが良好に。話し合いの機会をつくりましょう。良い方向に向かいます。共同作業にツキあり全体運★思うようにならないことが増えますが短気は禁物。時期を待つことで状況は改善されていきます。読書で開運13　2024.8月号　めぐみ 2024.8月号　めぐみ　12



小林市と姉妹都市
「石川県能登町」。能
登半島地震後に行政と
協力を行い、寄付金や

飲料水・無洗米などを送り、被災地復興
に向けて様々な協力を行っています。

はぴすが巡る県内地区本部。宮崎中央

とは違った特徴や名産、名所を見つけよう

とはぴすが行きます！第4 回は「こばやし

地区本部」を訪れました。

JA みやざきのチカラを発見！

GOGOはぴす

こばやし地区本部
こばやし地区本部
地域：小林市、高原町
部会：和牛部会、肥育牛部会、酪農部会、
マンゴー部会、メロン部会、
甘藷部会、加工大根生産部会　など

こばやし情報はこちらから
フォローお願いします! !

１月、きんかん部会は『たまたま』
の販売解禁日に大阪の市場で販売PR
を行いました。解禁前には目揃え会を
開き、部会生産者で出荷基準等につい
て確認を行います。

こばやし地区本部は合併前の３月末
に「ＪＡこばやし」合併50周年記念式
典を行いました。歴代役員の方々など
約160人が集まり開催されました。

畜産業も盛んな小林地区。小林市の和牛生産
者　西田さんの所有する「さきえ」号がなんと
６産連続で双子の子牛を出産したそうです！毎
回無事に出産してほしいと願う生産者さんです
が、続けて双子の出産をしてくれる母牛に感謝
していると話されていました。

仕事内容
技術員として管内の
肥育牛管理指導、枝
肉販売に関する業務
を行っています。肥
育指導３人、和牛生
産９人でこばやし地
区本部の畜産業を支
えます。

こばやし地区本部産
美味しい宮崎牛自慢！
宮崎牛は脂の融点が低
く、サシが多くても脂も
さらっと美味しくあっさ
り食べれます！

私は日本一の畜産地域の農家の
方々に技術指導を通して、日本一
の宮崎牛を作るため、日々、農家
の皆さんから勉強をさせてもらっ
ています。周りには自由にのびの
びとさせてもらえる、先輩・上司
が立派な方々たちばかりで、いつ
も助けていただいています。

部会講習会の様子

小林市にある農畜産物・加工品
等を販売する直売所。令和 3 年
にリニューアルし、店内も駐車
場も広々です。特に休日の午前
中は賑わいを見せ、イベントも
開催されます。

令和５年の宮崎県共進会では、こばやし地
区本部から３部門のグランドチャンピオン
を獲得するほど畜産業が盛んです。４月、
百笑村で宮崎牛イベントが開催され、多く
の購入者で賑わいました。今年度もゴール
デンウィークやお盆前に宮崎牛１頭売り販
売会を行っています。お得なお値段で焼肉
用・すき焼き用・ホルモンなどさまざま販
売しており、開始前には大行列、両手に抱
えきれないほど購入されていきます。開催
については百笑村インスタ等チェックして
みてくださいね。

スポーツで全国大会に出場するこば
やし地区本部管内の高校生へ『特別
栽培米ヒノヒカリ』や役職員から募
った寄付金を贈呈します。管内の美
味しいもので力いっぱい！全国の舞
台で大活躍です。

職員
インタビュー　

こばやし地区で発見！

直売所
百笑 村

農産物で応援活動も盛ん

11月、秋の一大イベント「JAふれあい
フェスタ」が開催され、ステージイベン
トが４年ぶりに開催されました。焼肉コ
ーナー、餅つき、お楽しみ抽選会、各ス
テージイベントなど、職員・各部会生産
者・青年部・女性部で協力して開催され
たイベントは大いに盛り上がりました。

組合員・地域の皆さまに感謝イベント

来たら寄ってみ

生産者紹介

よろしく
お願いします！

所属：畜産部 肥育牛課
安田 賢太朗 職員（32）
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常に大切にしている
ことは消費者の顔を忘
れないことです。消費
者に満足してもらうこ
と、また購入したいなと思ってもらう、そ
んなマンゴー作りを目指します。
生産者が生活のため儲かることはもちろ
ん大切だとは思いますが、お互いが
Winwinの関係が必要です。（消費者だっ
て高すぎたら買いませんからね）
こばやしの産地を守り、50年100年と続
く産地づくりを目指します。県亜熱帯果樹
部会でも県内の品質統一のため勉強会を行
っているため、そこで学ぶことをこばやし
の後継者ら若い生産者にも伝え、同じ品質
レベルで進んでいけるよう、部会でも統一
を図り頑張りたいです。

令和５年11月25日にはアールスメロンのブ
ランド『めろめろメロン』の初競りが行われ
ました。ブランドは出荷されたアールスメロ
ンの中でも、見た目・糖度に基準を設けブラ
ンド認証を行って出荷されています。

松田　泰一さん
（マンゴー部会 31人、部会長）

農業を始めて48年、
アールスメロンの栽培
は30年になります。１

玉が美味しく育つため、環境をつくる・天
候に気をつけるなど、大切に見守る期間は
長く時間がかかり、そのため後継者不足が
問題にあります。現在生産を行う農家はメ
ロン栽培の面白さ・大変さを理解しながら
楽しく生産しています。
旧４ＪＡでそれぞれが作り上げたブラン
ド力・品質を守りながら宮崎産のメロン作
りを頑張りたいです。

５月24日、メロン・マンゴーフェアのＰ
Ｒとして、小林市長および高原町長へ贈呈
を行いました。何十年と続くメロン部会の
贈呈式とともに、13年ほど前からマンゴー
部会も一緒にＰＲ活動を始めました。市
長・町長に現状の報告や多くの皆さまに購
入いただく機会としており、松田部会長、
下村部会長ともに今年も良い品質のものを
お届けすることができました。

販促イベントとし
てマンゴーとメロン
のセット販売を行っ
ています。

下村　孝一さん
（メロン部会（アールスメロンや
タカミメロンを栽培）24人、
部会長）

販売会議初競り

10月、地域の小学生や保育園児に
サツマイモ収穫体験を行います。地
域の食育活動に貢献します。

宮
崎
牛
販
売
会

毎年同じようにできない、
思うようにできないからこそ

おもしろい！！
そんなものを作っています！

こばやし地区本部のこんな職員と頑張ってます !!

蠍座 10/24〜11/22 全体運★思うようにならないことが増えますが短気は禁物。時期を待つことで状況は改善されていきます。読書で開運13　2024.8月号　めぐみ 2024.8月号　めぐみ　12
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営
農
指
導
課

肥
料
の
種
類
と
特
徴

一
般
的
に
、
肥
料
に
使
わ
れ
る
の
は
、
チ
ッ
ソ
・

リ
ン
酸
・
カ
リ
の
３
要
素
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
と
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
は
、
石
灰
質
資
材
と
し
て
、
土
の
酸
性
度
の

調
整
に
使
わ
れ
ま
す
。

５
大
要
素
の
特
徴

◎
チ
ッ
ソ

・
植
物
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
養
分
。
特
に
葉
を
大
き

く
す
る
た
め
、
葉は

肥ご
え

と
言
わ
れ
ま
す
。

・
多
す
ぎ
る
と
徒
長
し
て
軟
弱
に
な
り
、
病
害
虫
に
侵

さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
足
り
な
い
と
発
育
が
悪

く
（
大
き
く
育
た
な
い
、
収
量
が
少
な
い
、
品
質

が
良
く
な
い
な
ど
）
な
り
ま
す
。

◎
リ
ン
酸

・
花は
な
肥ご
え
と
言
わ
れ
、
開
花
や
結
実
に
不
可
欠
の
養
分
。

・
多
す
ぎ
る
と
鉄
（
Fe
）、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（
Mg
）、
亜

鉛
（
Zn
）
を
欠
乏
さ
せ
、
足
り
な
い
と
発
育
不
良

か
ら
開
花
や
結
実
の
遅
れ
、
子
実
の
品
質
や
収
量

の
低
下
が
み
ら
れ
ま
す
。

◎
カ
リ
（
カ
リ
ウ
ム
）

・
主
に
根
の
発
育
と
、
果
実
肥
大
に
関
係
し
、
根ね

肥ご
え
、

実み

肥ご
え

と
言
わ
れ
ま
す
。
水
溶
性
の
た
め
流
亡
し
や

す
い
た
め
、
少
し
ず
つ
追
肥
す
る
と
効
果
が
あ
り

ま
す
。

・
不
足
す
る
と
枯
葉
や
落
葉
が
早
く
見
ら
れ
、
病
気
に

か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

◎
カ
ル
シ
ウ
ム
（
石
灰
）

・
畑
の
土
は
徐
々
に
酸
性
に
傾
き
や
す
い
た
め
、
土
の

酸
度
（
ph
）
に
応
じ
て
作
付
け
前
に
必
ず
混
ぜ
る

と
よ
い
で
す
。
土
を
中
性
に
近
い
状
態
に
し
て
お

く
と
、
根
張
り
が
良
く
、
土
壌
微
生
物
の
有
益
な

菌
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（
苦
土
）

・
葉
緑
素
の
主
成
分
の
た
め
、
不
足
す
る
と
光
合
成
の

働
き
が
悪
く
な
り
ま
す
。

主
な
肥
料
の
種
類

◎
単
肥

・
チ
ッ
ソ
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
の
ど
れ
か
一
つ
を
含
む
肥

料
◎
配
合
肥
料

・
チ
ッ
ソ
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
原
料
を
２
成
分
以
上
混
合

し
た
肥
料

◎
化
成
肥
料

・
チ
ッ
ソ
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
成
分
が
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

含
ま
れ
る
粒
状
の
肥
料

◎
有
機
肥
料

・
油
か
す
が
代
表
的
な
肥
料
。
油
か
す
に
は
チ
ッ
ソ
だ

け
で
は
な
く
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
リ
ン
酸
肥
料
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
骨
粉
に
も
、

チ
ッ
ソ
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
（
油
か
す
も
骨
粉
も
、
そ
れ
ぞ
れ
で
は
肥
料
成
分
が

偏
る
の
で
、
他
の
肥
料
と
配
合
し
、
成
分
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
と
よ
い
）

農
産
指
導
課

大
豆

中
耕
培
土

第
1
回
目
は
本
葉
が
2
～
3
枚
開
い
た
頃
に
子
葉

の
と
こ
ろ
を
目
安
に
土
寄
せ
し
、
第
2
回
目
は
本
葉
が

5
～
7
枚
開
い
た
頃
に
初
生
葉
ま
で
土
寄
せ
し
ま
し
ょ

う
。

防
除

　

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
…
発
生
初
期
の
防
除
が
重
要
で
す
。

ア
タ
ブ
ロ
ン
乳
剤
２
０
０
０
倍
（
１
５
０
ℓ
／
10
㌃
）

を
葉
の
裏
側
ま
で
十
分
か
か
る
よ
う
に
散
布
し
ま
し
ょ

う
。

　

カ
メ
ム
シ
・
紫
斑
病
…
開
花
か
ら
子
実
肥
大
期
は
、

ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
（
１
０
０
０
倍
）
＋
ス
タ
ー
ク

ル
液
剤
１
０
（
１
０
０
０
倍
）
を
10
㌃
あ
た
り
１
５
０

㍑
散
布
し
、
等
級
格
下
げ
の
原
因
と
な
る
カ
メ
ム
シ
と

紫
斑
病
の
防
除
を
徹
底
的
に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

カ
メ
ム
シ
は
開
花
期
以
降
、
発
生
始
め
に
は
必
ず

防
除
し
ま
し
ょ
う
。
次
々
に
飛
来
し
て
く
る
の
で
定
期

的
に
防
除
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
圃
場
が
隣
接

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
で
き
る
だ
け
一
斉
に
防
除
し
ま

し
ょ
う
。

早
期
水
稲

水
管
理

登
熟
期
は
間
断
か
ん
水
（
3
～
5
日
お
き
に
水
を

入
れ
る
）
を
行
い
ま
す
。
収
穫
期
の
落
水
の
基
準
は
、

収
穫
5
日
前
で
す
。
早
期
落
水
は
収
量
が
下
が
っ
た
り
、

品
質
低
下
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
間
断
か
ん
水
や

飽
水
管
理（
足
跡
に
水
が
た
ま
る
程
度
）を
行
い
ま
し
ょ

う
。

収
穫籾

の
8
割
程
度
が
黄
化
し
た
ら
刈
り
取
り
ま
す
。
コ

ン
バ
イ
ン
で
収
穫
し
た
籾
は
変
質
し
や
す
い
の
で
、
早

め
に
乾
燥
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

普
通
期
水
稲

肥
培
管
理

1
株
25
本
程
度
茎
数
が
確
保
さ
れ
た
ら
、
無
効
分

け
つ
を
抑
制
す
る
た
め
中
干
し
（
1
～
2
㌢
幅
の
ヒ
ビ

が
入
る
程
度
）
を
4
～
7
日
行
い
ま
す
。
中
干
し
は
窒

素
の
肥
効
を
抑
制
し
、
下
位
節
間
を
伸
ば
さ
な
い
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
根
張
り
を
良
く
し
て
稲
体
を
強
く

し
、
上
位
葉
を
直
立
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

中
干
し
後
は
努
め
て
間
断
か
ん
水
を
行
い
、
根
の

健
全
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

穂
肥
は
施
用
時
期
が
早
い
と
倒
伏
し
ま
す
。
遅
い

と
食
味
が
低
下
し
ま
す
の
で
、
イ
ネ
の
生
育
に
応
じ
て

適
期
に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
葉
色
が
濃
く
、「
葉
い
も

ち
」
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は
、
穂
肥
の
施
用
は
控
え

め
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
幼
穂
形
成
期
か
ら
出
穂
開
花
期
は
イ
ネ
の

一
生
の
う
ち
で
も
っ
と
も
水
分
を
必
要
と
す
る
時
期
で

す
。
穂
ば
ら
み
期
か
ら
出
穂
・
開
花
期
に
か
け
て
は
常

時
湛
水
に
努
め
、
そ
の
後
は
間
断
か
ん
水
で
根
の
活
力

を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除

い
も
ち
病

サ
ン
ス
パ
イ
ク
箱
粒
剤
を
施
用
し
て
い
る
場
合
は

60
日
程
度
い
も
ち
病
に
対
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
箱

施
薬
を
施
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、
葉
い
も
ち
・
紋
枯

れ
病
の
予
防
と
し
て
オ
リ
ブ
ラ
イ
ト
２
５
０
Ｇ
（
10
ａ

当
た
り
２
５
０
ｇ
）
の
水
田
散
布
が
効
果
的
で
す
。

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
・
ウ
ン
カ
対
策

サ
ン
ス
パ
イ
ク
箱
粒
剤
を
施
用
し
て
い
る
場
合
は
、

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
に
対
し
て
長
期
残
効
が
あ
る
の
で
、
発

生
が
多
い
場
合
だ
け
防
除
し
ま
し
ょ
う
。
ウ
ン
カ
に
つ

い
て
は
8
月
上
旬
に
ア
プ
ロ
ー
ド
水
和
剤
（
１
０
０
０

倍
１
２
０
ℓ
／
10
ａ
）、
又
は
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
（
３

㎏
／
10
ａ
）
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

稲
こ
う
じ
病

近
年
、
稲
こ
う
じ
病
の
発
生
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
一
度
で
も
発
生
し
た
圃
場
で
は
中
干
し
後
に
ド
イ

ツ
ボ
ル
ド
ー
Ａ
（
２
０
０
０
倍
１
５
０
ℓ
／
10
ａ
）
も

し
く
は
モ
ン
ガ
リ
ッ
ト
粒
剤
（
3
～
４
kg
／
10
ａ
）
を

散
布
し
ま
し
ょ
う
。
発
生
後
散
布
し
て
も
効
果
が
あ
り

ま
せ
ん
。
検
査
の
際
に
稲
こ
う
じ
が
玄
米
に
混
入
す
る

と
規
格
外
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
8
月
中
旬
ご
ろ
に
は
、
い
も
ち
・
紋
枯
れ
・

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
同
時
防
除
と
し
て
、
穂
ば
ら
み
期

に
ダ
ブ
ル
カ
ッ
ト
バ
リ
ダ
フ
ロ
ア
ブ
ル
１
０
０
０
倍

＋
ト
レ
ボ
ン
乳
剤
１
０
０
０
倍
（
１
５
０
㍑
／
10
ａ
）

を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
中
干
し
後
に
オ
リ
ブ
ラ
イ
ト

２
５
０
Ｇ
等
を
散
布
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
ウ
ン
カ

の
防
除
だ
け
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

穂
ぞ
ろ
い
期
に
は
カ
メ
ム
シ
・
ウ
ン
カ
・
穂
首
い

も
ち
病
の
防
除
と
し
て
ビ
ー
ム
エ
イ
ト
ス
タ
ー
ク
ル
ゾ

ル
１
０
０
０
倍
（
１
５
０
㍑
／
10
㌃
）
を
散
布
し
、
7

日
～
10
日
後
に
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤
１
０
０
０
倍
で
の
2

回
目
防
除
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。（
穂
い
も
ち
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
2
回
目
防
除
を
ビ
ー
ム
エ
イ

ト
ス
タ
ー
ク
ル
ゾ
ル
１
０
０
０
倍（
１
５
０
㍑
／
10
㌃
）

に
変
更
し
て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。）

台
風
対
策

【
事
前
対
策
】

・
倒
伏
や
脱
水
症
状
の
軽
減
の
為
、
深
水
管
理
に
し
て

水
稲
を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

・
浸
水
・
冠
水
し
や
す
い
水
田
で
は
、
溝
切
り
や
排
水

溝
の
整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
事
後
対
策
】

・
冠
水
し
た
場
合
は
速
や
か
に
排
水
し
、
茎
葉
を
水
面

か
ら
出
す
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
吹
き
返
し
に
よ
る
高
温
乾
燥
風
が
起
こ
り
う
る
の

で
、
台
風
通
過
後
も
引
き
続
き
湛
水
し
、
1
日
程

度
、
風
が
や
む
ま
で
様
子
を
見
て
か
ら
排
水
し
ま

し
ょ
う
。（
フ
ェ
ー
ン
対
策
）

・
強
風
に
よ
る
擦
れ
で
、
い
も
ち
病
や
穂
枯
れ
等
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
栽
培
こ
よ
み
に
準

じ
た
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

病
害
虫

農
薬
名

使
用
時
期

使
用
量

（
10
㌃
当
た
り
）

ハ
ス
モ
ン
ヨ

ト
ウ

ア
タ
ブ
ロ
ン

乳
剤

７
月
下
旬

２
０
０
０
倍

　

１
５
０
ℓ

カ
メ
ム
シ

ス
タ
ー
ク
ル

液
剤
10

９
月
上
旬

１
０
０
０
倍

　

１
５
０
ℓ

紫
斑
病

ト
ッ
プ
ジ
ン

Ｍ
水
和
剤

９
月
上
旬

１
０
０
０
倍

　

１
５
０
ℓ

カ
メ
ム
シ
・

紫
斑
病

ス
タ
ー
ク
ル

液
剤
＋

ト
ッ
プ
ジ
ン

Ｍ
水
和
剤

９
月
中
・
下
旬

１
０
０
０
倍

　

１
５
０
ℓ
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施
設
整
備
に
つ
い
て

現
在
の
固
定
資
産
更
新
検
討
状
況
に
つ
い
て

当
地
区
本
部
の
「
施
設
整
備
等
長
期
計
画
」
で
計

画
し
て
お
り
ま
す
生
目
支
店
・
住
吉
支
店
・
木
花
支

店
・
高
岡
支
店
等
は
老
朽
化
し
て
お
り
、
利
用
者
の

皆
さ
ま
に
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
、
固
定
資
産
の
取
得
基
準
に
照
ら
し
な
が
ら
整
備

時
期
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
利
用
者
や
職
員
の
安

全
性
や
維
持
管
理
費
と
の
兼
ね
合
い
等
、
総
合
的
に

勘
案
し
な
が
ら
進
め
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
県
域
Ｊ
Ａ
と
し
て
の
物
流
拠
点
化
対
策

や
効
率
的
運
用
も
含
め
た
全
体
的
な
再
編
も
視
野
に

入
れ
る
こ
と
も
必
要
な
た
め
、
県
域
本
店
及
び
関
係

部
署
と
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

固
定
資
産
に
つ
い
て
投
資
回
収
が
困
難
な
施
設

更
新
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
固
定
資
産
取
得
の
投

資
判
断
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
検
討
し
て
ほ
し

い
。固

定
資
産
の
取
得
更
新
は
高
額
か
つ
長
期
的
な
活

用
（
減
価
償
却
）
に
な
る
た
め
、
各
資
産
を
い
か
に
効

率
的
に
使
用
す
る
か
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
取
得
・
整
備
の
経
緯
、
工
事
概
要
、
事
業
費
、

ま
た
そ
れ
に
係
る
圧
縮
財
源
、
さ
ら
に
収
益
・
費
用

の
中
長
期
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
審
査
資
料
を

使
用
し
協
議
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
各
会
議
体
で

慎
重
な
協
議
を
重
ね
、
取
得
・
整
備
に
向
け
て
取
組

ん
で
参
り
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
建
設
に
つ
い
て

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
検
討
の
経
緯
に
つ

い
てフ

ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
鮮
で
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
や
加
工
品
な
ど
を

消
費
者
に
直
接
販
売
す
る
生
産
者
と
消
費
者
を
結
ぶ

拠
点
と
な
り
、
管
内
の
農
業
振
興
と
地
域
活
性
化
を

目
指
し
、
農
家
所
得
の
向
上
に
繋
が
る
重
要
な
事
業

と
し
て
、
以
前
か
ら
構
想
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

土
地
に
は
当
初
、
本
店
建
設
を
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
盛
土
に
伴
う
隣
接
道
路
下
の
送
水
管
へ
の
悪

影
響
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
建
設
計
画
を
見
直

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ほ
ど
な
く
し
て
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
外
部

環
境
の
変
化
が
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
抜
本
的
な
経
営
改
革
を
断
行
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
金
融
店
舗
の
再
編
を
行
い
ま
し
た
。

（
令
和
3
年
2
月
末
）

今
後
も
永
続
的
な
組
合
員
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

く
に
は
、
引
き
続
き
経
営
改
革
に
取
り
組
み
、
経
営

基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
本
店
建

設
計
画
を
検
討
し
て
い
た
と
き
と
情
勢
が
大
き
く
変

化
し
て
お
り
ま
す
。
大
型
固
定
資
産
の
取
得
・
更
新

を
含
む
施
設
整
備
は
、
組
合
全
体
の
事
業
活
動
の
発

展
性
や
効
率
性
、
投
資
回
収
可
能
性
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
て
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
、
当
該
土
地
の
利
活
用
方
法
に
つ

い
て
は
、
県
と
の
不
動
産
売
買
契
約
に
お
け
る
用
途

制
限
や
都
市
計
画
法
上
の
物
流
・
工
業
拠
点
と
い
う

施
設
整
備
上
の
制
約
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
や
市
と

協
議
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
が
、
既
存
宅
地
で
の

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
建
設
は
可
能
で
あ
る
旨

の
回
答
を
宮
崎
市
か
ら
受
け
ま
し
た
。（
令
和
3
年
9
月
）

そ
れ
を
踏
ま
え
理
事
会
等
で
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
建
設
可
否
に
係
る
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
建

設
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
、
令
和
5
年
4
月
に
開

催
さ
れ
た
第
26
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
建
設
（
固
定
資
産
の
取
得
）
が
承

認
さ
れ
、
正
式
に
建
設
を
開
始
し
ま
し
た
。

建
設
予
定
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
進
捗

状
況
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

造
成
工
事
は
、
7
月
中
の
工
事
完
了
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
並
行
し
て
店
舗
建
築
設
計
及
び
設
備
等

の
検
討
も
進
め
て
お
り
、
令
和
7
年
4
月
に
オ
ー
プ

ン
の
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
出
荷
者
募

集
要
項
の
整
理
や
出
荷
者
協
議
会
の
設
立
に
向
け
た

検
討
も
進
め
て
お
り
、
開
業
に
向
け
て
幅
広
く
出
荷

者
を
募
っ
て
参
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
も
参
画
い
た
だ
け
る
よ
う
な

週
末
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
等
も
計
画
的
に
実
施
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
来
店
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
造
成
中
だ
が
、

出
入
口
が
通
学
路
に
な
っ
て
お
り
非
常
に
危
な
い

が
他
の
出
入
口
は
出
来
な
い
の
か
。

皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
様
々
な
ご
意
見
を
基
に
行
政

と
協
議
し
た
結
果
、
南
側
に
加
え
て
東
側
か
ら
の
出

入
口
（
左
折
の
み
出
入
可
能
）
を
設
置
予
定
で
す
。

ま
た
、
通
学
の
時
間
帯
を
避
け
る
べ
く
開
店
時
間

を
調
整
す
る
等
、
安
全
に
は
万
全
を
期
し
て
進
め
て

参
り
ま
す
。

理
事・監
事・運
営
委
員
に
つ
い
て

理
事
・
監
事
・
運
営
委
員
の
選
任
方
法
と
役
員

報
酬
に
つ
い
て

令
和
6
年
4
月
1
日
に
「
宮
崎
県
農
業
協
同
組
合

（
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
）」
が
発
足
し
、
当
地
区
本
部
の
理

事
・
監
事
・
運
営
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
理
事
数
は
24
名
か
ら
8
名
に
減
員

（
う
ち
5
名
は
非
常
勤
）
と
な
り
、
監
事
数
は
8
名
か

ら
常
勤
1
名
に
減
員
と
な
り
ま
し
た
。
運
営
委
員
は

旧
理
事
を
基
本
と
し
て
選
出
さ
れ
、
合
併
後
ス
テ
ー

ジ
2
も
引
き
続
き
円
滑
な
地
区
本
部
の
事
業
運
営
を

継
続
す
る
た
め
、
地
区
本
部
の
事
業
活
動
な
ど
に
参

加
し
、
理
事
と
一
体
と
な
っ
た
運
営
を
図
り
ま
す
。

役
員
報
酬
は
『
役
員
報
酬
審
議
会
規
程
』
に
基
づ

き
「
役
員
報
酬
審
議
会
」（
メ
ン
バ
ー
は
組
合
員
の
代
表

で
あ
る
総
代
な
ど
で
構
成
）
で
審
議
を
い
た
だ
き
、
そ

の
答
申
を
踏
ま
え
て
理
事
会
で
審
議
・
決
定
し
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
役
員
報
酬
審
議
会
で
は
「
合
併
後

の
役
員
報
酬
の
考
え
方
」
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
答

申
の
決
定
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

農
民
連
盟
に
つ
い
て

農
民
連
盟
と
は
、
ど
の
よ
う
な
組
織
な
の
か
。

農
民
連
盟
と
は
、
農
業
者
が
み
ず
か
ら
の
手
で
自

分
た
ち
の
生
活
を
明
る
く
豊
か
に
す
る
た
め
に
一
致

団
結
し
て
自
主
的
に
組
織
さ
れ
、
盟
友
の
社
会
的
・

経
済
的
地
位
向
上
の
た
め
の
政
治
活
動
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

構
成
員
（
盟
友
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
管
内
に
居

住
す
る
農
業
者
等
で
こ
の
組
織
活
動
に
賛
同
す
る
人

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て
は
任

意
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

盟
友
の
皆
さ
ま
の
拠
出
金
に
よ
っ
て
農
民
連
盟
を

運
営
す
る
と
い
う
方
針
と
金
額
は
、
平
成
22
年
8
月

25
日
の
通
常
代
議
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
会
費
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
令
和
4
年
5
月

の
臨
時
代
議
員
会
で
改
め
て
協
議
が
行
わ
れ
、
一
人

一
人
か
ら
会
費
を
徴
収
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ

と
、
管
理
上
の
問
題
が
あ
る
等
、
現
実
性
な
ど
を
考

慮
す
る
と
現
行
の
方
法
し
か
な
い
と
の
結
論
と
な
り
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
農
民
連
盟
宮
崎
中
央
支
部
の
会
計
報
告
や

主
な
活
動
状
況
は
、
毎
年
広
報
誌
め
ぐ
み
９
月
号
に

掲
載
し
て
お
り
、
農
業
政
策
や
予
算
の
要
請
活
動
、

現
在
の
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
毎
月
配
付
の
「
農
政

み
や
ざ
き
」
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
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さ
い
。営

農
部

新
規
参
入
者
に
比
べ
、
後
継
者
と
し
て
就
農
す

る
新
規
就
農
者
に
対
し
て
は
支
援
が
足
り
て
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
か
ら
も
行
政
機
関
に
対
し

て
後
継
者
育
成
支
援
に
関
す
る
働
き
か
け
を
お
願

い
し
た
い
。（
南
宮
崎
・
国
富
）

新
規
就
農
者
の
う
ち
後
継
者
の
場
合
で
も
、
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
国
の
「
経
営
発
展
支
援
事
業
」

や
市
・
町
の
単
独
事
業
に
よ
る
設
備
投
資
等
に
か
か

る
補
助
金
の
活
用
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
国
の
経

営
発
展
支
援
事
業
を
活
用
す
る
に
は
「
青
年
等
就
農

計
画
」
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
新
規
就
農
者
の
育
成
に
は
、
Ｊ
Ａ
の
立
場

か
ら
必
要
な
支
援
策
を
行
政
に
要
請
し
て
参
り
ま
す
。

地
域
の
営
農
活
動
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
は
、

後
継
者
が
不
足
す
る
な
ど
の
様
々
な
課
題
が
あ
る

が
、
行
政
や
Ｊ
Ａ
が
主
体
と
な
っ
て
、
農
業
法
人

等
の
組
織
作
り
を
お
願
い
し
た
い
。（
宮
崎
）

現
在
、
市
町
村
が
主
と
な
り
地
域
計
画
の
策
定
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
地
域
計
画

の
策
定
は
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た
重
要
な
ス
テ
ッ

プ
と
な
る
た
め
、
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
計
画

の
策
定
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
担
い
手

の
組
織
化
（
法
人
化
）
に
つ
い
て
は
、
前
段
階
と
し

て
各
専
門
家
に
無
料
で
相
談
で
き
る
事
業
等
も
あ
り

ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
農
業
法
人
等
の
組
織
作
り
に

つ
い
て
行
政
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

米
価
の
動
向
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
宮
崎
）

報
道
が
あ
っ
た
と
お
り
、
古
米
在
庫
の
減
少
や
5

年
産
米
の
一
部
作
柄
不
良
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
米
の

不
足
感
が
生
じ
て
お
り
、
一
部
の
業
者
間
取
引
価
格

が
高
騰
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
直
近
の
民
間
在
庫

量
は
１
９
７
万
㌧
か
ら
１
７
７
万
㌧
に
減
少
し
て
い

る
こ
と
か
ら
需
給
が
引
き
締
ま
っ
て
お
り
、
米
価
上

昇
の
期
待
感
が
強
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
し
て

は
卸
や
量
販
店
に
対
し
、
上
昇
し
た
生
産
コ
ス
ト
を

価
格
転
嫁
し
、
適
正
価
格
の
理
解
を
求
め
な
が
ら
高

値
販
売
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

水
稲
栽
培
で
温
暖
化
の
影
響
で
高
温
障
害
が
発
生

し
て
い
る
と
の
話
を
聞
く
が
、
温
暖
化
に
対
応
す

る
品
種
改
良
の
要
望
は
な
い
の
か
。（
宮
崎
）

現
在
、
早
期
水
稲
で
は
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
高

温
障
害
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
普
通
期
水
稲

の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
で
は
高
温
障
害
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
県
が
育
成
し
た
高
温
耐
性
品
種
「
お

て
ん
と
そ
だ
ち
」
や
農
研
機
構
が
育
成
し
た
高
温
耐

性
品
種
「
に
こ
ま
る
」
の
作
付
を
推
奨
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
県
と
し
て
は
現
在
も
高
温
耐
性
の
良
食

味
・
高
品
質
の
育
種
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
需
要
に
即
し
た
品
種
育
成
に
向
け
て
県
と
連

携
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

今
後,

営
農
指
導
員
の
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。（
田
野
・
佐
土
原
）

営
農
指
導
員
は
、
現
状
の
指
導
体
制
を
維
持
し
、

今
後
も
効
率
的
な
巡
回
指
導
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
若
手
指
導
員
の
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
践

作
業
等
の
研
修
を
実
施
し
、
栽
培
技
術
の
向
上
を
図

り
な
が
ら
質
の
高
い
指
導
員
の
育
成
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

Ｊ
Ａ
が
農
家
支
援
を
継
続
し
て
い
く
の
は
限
界

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
農
家
所
得

向
上
を
図
れ
る
よ
う
な
指
導
体
制
強
化
や
指
導
員

の
知
識
向
上
を
行
い
な
が
ら
、
経
営
指
導
に
踏
み

込
ん
で
い
く
な
ど
の
対
応
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

（
佐
土
原
）

令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
家
経
営
、
産
地
維
持
に
注
力
し
た
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
現
状
で
は
10
年
前
と
比
較
す
る
と
生
産

部
会
員
が
約
3
割
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
畜

産
は
県
内
約
5
％
減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。
今
後

も
生
産
者
の
減
少
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
営
農
指
導

の
強
化
・
経
営
指
導
を
含
む
指
導
員
と
し
て
の
知
識

の
向
上
に
取
り
組
み
、
実
効
性
の
あ
る
農
家
支
援
を

継
続
し
て
参
り
ま
す
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
審
議
が
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
に
は
生
産
販
売
に
関
す
る
こ

と
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
。
情
報
等
を
広
報
誌

め
ぐ
み
等
に
掲
載
し
て
も
ら
え
る
と
助
か
る
。（
宮

崎
・
国
富
）

一
般
的
に
基
本
法
は
国
の
施
策
の
基
本
方
針
を
定

め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
分
野
の
他
の
法
律
や
施
策

の
方
向
性
を
決
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
改

正
基
本
法
で
も
、
直
接
的
に
生
産
や
販
売
に
関
す
る

記
述
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
般
の
資
材
高
騰
を
受
け
、
生
産
コ
ス

ト
の
農
産
物
価
格
へ
の
転
嫁
を
目
指
す
規
定
が
盛
り

込
ま
れ
る
等
、
法
制
化
も
視
野
に
検
討
さ
れ
る
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
、
次
期
通
常
国
会
へ
の
法
案
の
提
出
を
前
提

と
し
て
協
議
が
進
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
具
体
的

な
ル
ー
ル
作
り
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
協
議
さ
れ
た
具
体
的
な
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

宮
崎
県
農
民
連
盟
「
農
政
み
や
ざ
き
」
へ
の
掲
載
を

要
請
致
し
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
ハ
ウ
ス
内
に
雑
草
の
種

が
入
る
等
の
話
を
聞
く
が
行
政
へ
問
い
合
せ
る
と

勝
手
に
草
刈
り
も
で
き
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

何
か
対
策
は
な
い
の
か
。（
宮
崎
）

農
地
の
問
題
に
関
し
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
で
も
容
易

に
介
入
で
き
な
い
場
面
も
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
重
要
な
事
項
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
行
政

に
対
し
て
的
確
に
要
請
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
が
合
併
し
て
も
燃
料
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

事
業
に
か
か
る
農
家
積
立
金
の
支
援
は
継
続
し
て

い
た
だ
き
た
い
。（
佐
土
原
）

昨
今
の
生
産
コ
ス
ト
上
昇
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

継
続
し
て
取
り
組
み
し
て
き
た
農
家
積
立
金
の
立
替

支
援
は
、
農
業
経
営
の
安
定
化
に
資
す
る
取
組
み
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
部
会
代
表
者
で
組
織

す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
協
議
会
か
ら
の
要
望
を
踏

ま
え
、
継
続
的
支
援
に
向
け
前
向
き
に
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

ジ
ェ
イ
エ
イ
フ
ァ
ー
ム

昨
年
ま
で
㈲
ジ
ェ
イ
エ
イ
フ
ァ
ー
ム
み
や
ざ
き

中
央
は
赤
字
で
あ
っ
た
が
、
最
終
年
度
（
令
和

６
年
３
月
末
）
で
黒
字
に
な
っ
た
の
は
、
な
ぜ
か
。

（
国
富
）

県
域
合
併
を
踏
ま
え
、
当
地
区
本
部
の
子
会
社
も

県
域
Ｊ
Ａ
の
事
業
年
度
に
合
わ
せ
た
た
め
、
最
終
事

業
年
度
は
令
和
6
年
2
月
～
3
月
ま
で
の
2
ヶ
月
間

と
い
う
特
殊
な
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
要

因
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
稲
・
野
菜
苗
の
供
給
増
、

費
用
未
執
行
等
の
期
ズ
レ
に
よ
り
、
令
和
6
年
3
月

末
で
は
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

㈲
ジ
ェ
イ
エ
イ
フ
ァ
ー
ム
み
や
ざ
き
中
央
は
合

併
後
、
ま
だ
宮
崎
中
央
地
区
本
部
の
子
会
社
な
の

か
。（
国
富
）

Ｊ
Ａ
子
会
社
も
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
（
県
域
Ｊ
Ａ
）
に
引

き
継
が
れ
ま
す
が
、
子
会
社
の
運
営
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
地
区
本
部
主
体
で
運
営
さ
れ
ま
す
。
今
後
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
事
業
の
整
理
を
進
め
る
な
か
で

子
会
社
組
織
や
事
業
の
在
り
方
を
協
議
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

販
売
部

農
産
物
の
適
正
価
格
に
つ
い
て
、
コ
ス
ト
高
に

よ
る
農
産
物
の
最
低
価
格
の
底
上
げ
を
行
っ
て
ほ

し
い
。（
南
宮
崎
・
田
野
）

現
在
、
重
点
市
場
へ
継
続
的
に
生
産
現
場
の
状
況

を
伝
え
て
お
り
、
今
後
の
打
開
策
と
し
て
量
販
店
と

の
販
売
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
量
販
店

の
担
当
者
や
バ
イ
ヤ
ー
に
生
産
現
場
の
現
状
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
し
っ
か
り
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
適
正

な
価
格
形
成
に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
物
流
２
０
２
４
年
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
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各
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
国
や
県
か
ら
も
支
援

い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
る
と
と
も
に
運
賃
の
抑

制
に
努
め
、
最
終
的
に
は
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
適
正

な
再
生
産
可
能
な
価
格
を
維
持
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

昨
今
、
生
産
費
が
高
騰
し
コ
ス
ト
上
昇
し
て
い

る
な
か
、
農
畜
産
物
の
価
格
に
転
嫁
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
の
農
政
運
動
の
中
で
重
点
施
策
ま
た
柱

と
し
て
農
畜
産
物
価
格
の
転
嫁
対
策
を
進
め
て
ほ

し
い
。（
宮
崎
・
国
富
）

販
売
事
業
と
し
て
の
取
り
組
み
は
戦
略
的
な
販
売

強
化
と
し
て
、
契
約
販
売
の
取
引
拡
大
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、「
改
正
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
の

成
立
に
よ
り
、
今
後
の
具
体
的
施
策
に
期
待
し
た
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
再
生
産
価
格
を
基
準
と
し

た
価
格
提
示
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
等
、

消
費
者
の
理
解
を
得
る
た
め
の
施
策
を
国
政
に
向
け

て
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

胡
瓜
を
生
で
食
べ
る
の
は
日
本
人
だ
け
だ
と
聞

き
、
実
際
外
国
人
に
食
べ
て
も
ら
っ
た
ら
お
い
し

い
と
感
動
さ
れ
た
。
宮
崎
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
胡
瓜

を
輸
出
し
、
売
り
出
し
て
は
ど
う
か
。（
佐
土
原
）

現
在
、
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

胡
瓜
の
輸
出
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
、
5
月
・
6
月
に
総
合
品
で
の
フ
ェ
ア
を
実

施
し
て
お
り
、
次
年
度
以
降
の
総
合
品
目
で
の
常
設

に
向
け
た
販
売
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

共
選
選
果
機
の
今
後
の
更
新
に
つ
い
て
、
ど
の

様
な
方
向
性
を
描
い
て
い
る
の
か
。（
高
岡
）

ご
案
内
の
通
り
、
総
合
選
果
場
の
２
機
の
胡
瓜
選

果
機
の
内
、
１
機
は
今
年
７
月
よ
り
解
体
に
入
り
、

11
月
の
設
置
完
了
に
向
け
て
順
調
に
進
捗
し
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
次
期
更
新
予
定
の
１
機
の
選
果
機
に
つ
き

ま
し
て
は
、
部
会
か
ら
の
要
望
を
基
に
総
合
選
果
場

で
は
な
く
、
県
域
合
併
を
機
に
物
流
面
・
効
率
面
に

お
け
る
有
効
的
活
用
を
目
標
に
近
隣
地
区
本
部
を
含

め
た
共
同
選
果
拠
点
設
備
と
し
て
県
域
本
部
と
の
協

議
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

現
時
点
で
は
具
体
的
な
事
項
に
つ
い
て
検
討
中
で

す
が
、
今
後
の
協
議
の
進
捗
に
基
づ
き
、
部
会
へ

様
々
な
ご
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

各
販
売
品
目
の
事
業
計
画
対
比
の
掲
載
に
つ
い

て
、
令
和
５
年
度
の
数
量
よ
り
令
和
６
年
度
の
数

量
が
増
加
し
て
い
る
の
に
販
売
金
額
が
低
く
な
っ

て
い
る
品
目
が
あ
る
。
理
由
を
教
え
て
ほ
し
い
。

（
国
富
）

販
売
計
画
に
お
け
る
販
売
数
量
の
策
定
は
、
営
農

部
と
連
携
し
、
生
産
者
よ
り
提
出
頂
い
た
委
託
販
売

申
込
書
の
作
付
面
積
に
対
し
て
反
当
数
量
を
掛
け
て

算
出
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
計
画
を
下
回
る
実
績

に
と
ど
ま
り
、
今
期
も
計
画
数
量
は
昨
年
計
画
数
量

を
目
標
と
し
た
数
量
を
策
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。販

売
金
額
に
関
し
て
は
、
事
業
収
支
計
画
に
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
昨
年
度
の
販
売
金
額

と
概
ね
同
額
に
て
策
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解

下
さ
い
。
本
年
度
の
実
績
も
受
入
数
量
次
第
と
な
り

ま
す
の
で
、
Ｊ
Ａ
出
荷
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

経
済
部

令
和
５
年
度
農
家
支
援
（
経
営
継
続
支
援
対
策
）

の
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

令
和
4
年
度
か
ら
の
生
産
資
材
の
急
騰
以
降
、
令

和
5
年
度
に
つ
い
て
も
世
界
情
勢
の
影
響
に
加
え
、

人
件
費
・
運
送
費
な
ど
諸
経
費
の
高
騰
を
受
け
、
肥

料
・
飼
料
を
は
じ
め
燃
料
価
格
や
石
油
関
連
商
品
は

高
値
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
5
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
常
に
厳
し
い

農
業
経
営
が
続
い
て
い
る
現
状
を
考
慮
し
、
従
来
の

各
分
野
に
お
け
る
価
格
対
策
に
加
え
、「
組
合
員
緊

急
支
援
対
策
」・「
農
家
支
援
（
経
営
継
続
支
援
）」
を

実
施
し
、
生
産
コ
ス
ト
上
昇
分
の
一
部
抑
制
を
図
り

ま
し
た
。

な
お
、
令
和
5
年
度
の
農
家
支
援
に
お
い
て
は
、

令
和
4
年
度
対
比
で
２
６
５
，３
４
１
千
円
の
増
額

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
各
分
野
に
お
い
て
、

価
格
対
策
に
加
え
、
農
業
支
援
が
実
施
出
来
る
よ
う

事
業
計
画
達
成
に
向
け
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

農
業
資
材
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
み

や
ざ
き
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
発
揮
し
価
格
抑
制

に
取
組
ん
で
ほ
し
い
。（
宮
崎・南
宮
崎・高
岡
）

農
業
資
材
の
価
格
低
減
を
図
る
た
め
に
は
、
県
域

Ｊ
Ａ
と
し
て
大
幅
に
拡
大
す
る
供
給
高
・
取
扱
数
量

等
を
最
大
限
に
生
か
し
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
と
各
地

区
本
部
（
旧
13
Ｊ
Ａ
）
が
一
体
と
な
っ
た
仕
入
体
制
の

も
と
、「
取
扱
品
目
の
集
約
」「
物
流
体
制
の
改
善
」

を
軸
と
し
た
新
た
な
体
制
構
築
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

仕
入
機
能
に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
済
連
を
含
む
各

地
区
本
部
で
の
取
引
先
に
対
し
て
積
極
的
か
つ
充
実

し
た
入
札
・
見
積
等
を
行
い
、
取
引
先
の
選
定
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
仕
入
業
務
と
連
動
し
て
予
約

注
文
を
重
視
し
た
計
画
的
発
注
を
新
設
し
、
配
送
効

率
の
改
善
に
よ
る
物
流
コ
ス
ト
の
抑
制
を
図
る
計
画

で
す
。

ま
た
、
農
業
資
材
の
価
格
低
減
に
向
け
て
重
要
視

す
る
「
取
扱
品
目
の
集
約
」
は
、
園
芸
・
畜
産
指
導

部
門
と
密
に
連
携
し
、
内
容
に
応
じ
て
部
会
組
織
へ

ご
提
案
・
ご
報
告
等
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
参
り
ま

す
。今

後
に
つ
き
ま
し
て
も
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
購
買
事
業

の
メ
リ
ッ
ト
創
出
に
向
け
て
、
関
係
部
署
・
組
織
が

一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
ま
で
汎
用
・
飼
料
作
肥
料
及
び
土
壌

消
毒
剤
に
つ
い
て
、
一
定
条
件
の
も
と
宮
崎
中
央
地

区
本
部
で
の
特
別
価
格
に
よ
り
価
格
を
抑
制
し
て
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
段
階
的
に

可
能
な
限
り
の
価
格
低
減
に
取
り
組
み
、
生
産
コ
ス

ト
の
抑
制
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

現
在
、
使
用
残
農
薬
回
収
は
２
年
に
１
回
の
実

施
と
な
っ
て
い
る
が
毎
年
実
施
し
て
ほ
し
い
。
毎

年
の
実
施
が
出
来
な
い
の
で
あ
れ
ば
空
き
容
器
回

収
だ
け
で
も
行
っ
て
ほ
し
い
。（
宮
崎
）

使
用
残
農
薬
回
収
の
開
始
当
初
は
農
薬
回
収
の
み

3
年
毎
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
実
施
頻
度
を
増

や
し
、
空
き
容
器
の
回
収
要
望
に
も
お
応
え
し
て
い

ま
す
。
ま
た
回
収
料
金
の
抑
制
に
も
取
組
み
、
現
在

の
隔
年
開
催
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
域
全
体
で
の
使
用
残

農
薬
回
収
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
自
然
災
害
時
等
に
よ
る
農
薬
浸
水
な
ど
緊

急
時
に
は
使
用
残
農
薬
回
収
の
実
施
に
と
ど
ま
ら
ず
、

被
害
状
況
を
把
握
の
う
え
2
次
被
害
防
止
も
兼
ね
た

対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

肥
料
・
農
薬
・
資
材
な
ど
が
６
月
・

 10
月
に
値

上
げ
と
聞
い
た
が
、
内
容
に
つ
い
て
の
通
知
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
商
品
も
安
く
な
る
の
か
。（
高
岡
）

肥
料
・
農
薬
・
資
材
等
の
価
格
改
定
に
つ
き
ま
し

て
は
、
原
則
、
肥
料
が
7
月
1
日
・
12
月
1
日
、
農

薬
・
ビ
ニ
ー
ル
は
2
月
1
日
、
被
覆
資
材
マ
ル
チ
は

8
月
1
日
か
ら
の
供
給
に
対
し
て
設
定
し
て
お
り
ま

す
。
た
だ
し
、
情
勢
等
に
よ
り
改
定
時
期
が
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

改
定
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
済
渉
外
（
め
ぐ

み
）
を
は
じ
め
指
導
員
と
の
連
携
及
び
窓
口
担
当
者

へ
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
に

応
じ
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
在
、
肥
料
や
マ
ル
チ
に
お
い
て
も
値
上
げ
情
勢

に
あ
り
ま
す
が
、
可
能
な
限
り
早
期
一
括
仕
入
れ
に

よ
る
価
格
抑
制
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
合
併
記
念
を
兼
ね
た
特
別
価
格
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
各
地
区
本
部
（
旧
Ｊ
Ａ
）
に
て
集
約
・
統

一
さ
れ
た
品
目
を
選
定
し
、
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
関
係
部
署
・
組
織
と
連
携
を
強
化
し
、
段
階

的
に
品
目
数
の
拡
大
・
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
担
当
職
員
が
推
進
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、

ご
利
用
下
さ
い
。
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Ｊ
Ａ
以
外
で
購
入
し
た
農
機
具
も
修
理
・
点
検

し
て
ほ
し
い
。（
田
野
）

農
業
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
含
め
た
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
販
売
元
が
製
品
の
特
徴
や

詳
細
等
を
管
理
・
把
握
し
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
購

入
先
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

Ｊ
Ａ
農
機
セ
ン
タ
ー
で
は
他
店
購
入
に
よ
る
修
理

に
つ
い
て
も
引
き
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
整
備
は
迅

速
な
対
応
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
時
期
に
よ
っ
て

は
混
み
合
い
対
応
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
量
販
店
販
売
の
製
品
等
は
入
手
困
難
な
部
品
が

あ
り
、
引
き
受
け
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
下
さ
い
。

今
後
も
適
切
な
時
期
に
正
確
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

（
点
検
・
整
備
）
を
行
い
、
万
が
一
の
ト
ラ
ブ
ル
の
際

に
は
素
早
く
的
確
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
作
り
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
農
機
具
等
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
満
足
度

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
、
ニ
ー
ズ
に
合
う
商
品

提
供
に
も
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
Ｊ
Ａ

で
の
ご
購
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
合
併
を
機
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の

修
理
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
出
来
る
整
備
拠
点
の
設

置
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
佐
土
原
）

農
業
機
械
整
備
事
業
は
農
業
生
産
に
必
要
不
可
欠

な
事
業
で
す
が
、
重
整
備
工
場
の
拠
点
化
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
効
率
化
や
高
度
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
県
域
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
対
応
エ
リ
ア
の
設
定
や

人
員
配
置
等
を
含
め
た
研
究
及
び
検
討
を
地
区
本
部

及
び
本
店
と
一
体
と
な
っ
て
慎
重
に
進
め
て
参
り
ま

す
。重

油
タ
ン
ク
残
量
検
知
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
職
員
が
頻
繁
に
訪
問
し
て
点
検
等
を
行
っ

て
い
る
た
め
、
関
連
費
用
が
掛
か
り
す
ぎ
て
い
る
。

費
用
が
掛
か
ら
な
い
対
策
も
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。（
佐
土
原
）

重
油
タ
ン
ク
残
量
検
知
シ
ス
テ
ム
関
連
で
は
、
点

検
等
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。
シ
ス
テ

ム
運
用
上
、
設
置
完
了
後
も
保
守
点
検
等
を
必
要
と

し
、
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
残
量
レ
ベ
ル
確
認
や
電
池
交

換
（
年
に
1
回
）、
ま
た
そ
の
他
の
異
常
確
認
を
行
い

な
が
ら
運
用
し
て
お
り
ま
す
。
保
守
点
検
に
か
か
る

費
用
は
提
携
先
と
の
特
記
契
約
と
し
て
通
常
運
用
内

で
あ
り
、
今
後
も
適
正
な
費
用
の
抑
制
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
購
買
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
新
設
し
て
ほ
し
い
。（
田
野
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
情
報
・
通
信

技
術
が
進
展
・
拡
大
し
て
い
る
な
か
、
情
報
化
時
代

に
沿
っ
た
Ｊ
Ａ
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
善
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
に
つ
き
ま
し
て
も
現
況
を
踏
ま
え
、
新
た
な

組
合
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
・
情
報
提
供
を
開
発
・
導
入

を
促
進
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
購
買
事
業
も

推
進
戦
略
や
効
率
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
Ｊ
Ａ
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
営
元
で
あ

る
Ｊ
Ａ
宮
崎
情
報
セ
ン
タ
ー
を
主
体
に
Ｊ
Ａ
み
や
ざ

き
購
買
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
向
け
て
の
協
議
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
共
通
項
目
以
外
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

旧
Ｊ
Ａ
（
現
在
の
地
区
本
部
）
毎
に
協
議
・
検
討
が
な

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
県
下
統
一
と
な
る
こ

と
で
推
進
範
囲
が
拡
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

改
め
て
購
買
シ
ス
テ
ム
改
善
に
向
け
て
の
積
極
的
な

改
善
・
提
案
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
購
買
シ
ス
テ
ム
改
善
に
は
、
基
本
と
な
る

旧
Ｊ
Ａ
（
現
在
の
地
区
本
部
）
間
の
商
品
登
録
等
に
関

す
る
整
備
・
統
一
が
不
可
欠
で
あ
り
、
時
間
を
要
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
ご
理
解
下
さ
い
。

ア
グ
リ
プ
ラ
ス

肥
料
情
勢
及
び
価
格
高
騰
対
策
に
つ
い
て（
宮
崎
）

令
和
3
年
か
ら
令
和
4
年
に
お
い
て
、
中
国
、
ロ

シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
等
の
主
要
原
料
産
出
国
の
供
給

懸
念
か
ら
肥
料
価
格
が
高
騰
し
ま
し
た
。
背
景
に
は

中
国
国
内
の
肥
料
需
要
の
高
ま
り
に
伴
う
原
料
輸
出

規
制
及
び
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
伴
う
ロ
シ

ア
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
か
ら
の
原
料
輸
出
減
少
等
が
あ
り

ま
す
。

令
和
5
年
度
に
つ
い
て
は
、
原
料
調
達
懸
念
が
後

退
し
た
こ
と
を
受
け
て
肥
料
価
格
は
値
を
下
げ
ま
し

た
が
、
令
和
6
年
度
秋
肥
価
格
改
定
で
は
物
流
費
・

人
件
費
・
重
油
等
の
製
造
コ
ス
ト
上
昇
及
び
為
替
相

場
の
円
安
推
移
を
要
因
に
再
び
値
上
げ
に
転
じ
て
お

り
ま
す
。

当
地
区
本
部
で
は
、
令
和
6
年
度
秋
肥
価
格
の
値

上
げ
抑
制
対
策
と
し
て
、
施
設
・
果
樹
・
花
卉
・
露

地
の
主
要
肥
料
を
価
格
改
定
前
に
一
括
仕
入
れ
を
実

施
し
て
お
り
、
値
上
げ
を
行
う
こ
と
な
く
販
売
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
低
コ
ス
ト
肥
料
開
発
に
も
昨
年
来
取
組
ん

で
お
り
、
令
和
7
年
度
販
売
に
向
け
て
肥
効
試
験
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
設
立

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
牧
草
肥
料
、
汎
用
肥
料
を

特
別
価
格
で
販
売
致
し
ま
す
。
今
後
は
合
併
メ
リ
ッ

ト
を
創
出
し
、
農
業
資
材
全
般
の
価
格
抑
制
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

燃
料
情
勢
及
び
宮
崎
中
央
地
区
本
部
の
価
格
抑

制
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
宮
崎
）

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
、
イ
ス
ラ

エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
な
ど
中
東
情
勢
悪
化
等
の

国
際
情
勢
に
加
え
、
為
替
相
場
の
円
安
推
移
を
要
因

に
燃
料
価
格
は
高
騰
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
国
策
に
よ
る
燃
油
価
格
激
変
緩
和
補

助
金
が
令
和
4
年
1
月
下
旬
に
発
動
さ
れ
、
以
後
、

燃
油
価
格
高
騰
抑
制
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
当

地
区
本
部
で
は
、
令
和
5
年
度
も
施
設
園
芸
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
の
生
産
者
負
担
金
の
立
替

（
６
億
１
，２
４
４
万
円
）
を
始
め
、
燃
油
価
格
高
騰
対

策
と
し
て
経
営
継
続
支
援
（
３
・
３
円
／
Ｌ
）
並
び
に

組
合
員
緊
急
支
援
対
策
（
５
・
５
円
／
Ｌ
）
等
の
支
援

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
続
き
、
出
来
る
限

り
の
支
援
の
継
続
お
よ
び
国
政
等
へ
の
価
格
抑
制
に

向
け
た
要
請
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

畜
産
部

県
内
７
つ
の
家
畜
市
場
は
ど
う
な
る
の
か
今
後

の
考
え
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。(

子
牛
セ
リ
市
上
場

場
所
、
品
評
会
、
各
種
補
助
事
業
関
係)

（
宮
崎
）

県
内
７
つ
の
家
畜
市
場
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年

３
月
１
日
に
３
畜
連
が
包
括
継
承
に
な
る
予
定
で
す
。

そ
の
後
の
ス
テ
ー
ジ
２
で
は
子
牛
セ
リ
市
上
場
場
所
、

子
牛
品
評
会
出
品
関
係
、
各
種
補
助
事
業
関
係
は
現

状
を
踏
襲
し
ま
す
。

ま
た
、
７
つ
の
家
畜
市
場
に
つ
い
て
も
基
本
的
に

は
現
市
場
を
継
続
し
ま
す
。
た
だ
し
、
老
朽
化
し
て

い
る
施
設
等
が
あ
る
こ
と
や
出
荷
頭
数
の
減
少
、
購

買
者
誘
致
面
で
は
定
期
的
な
セ
リ
市
開
催
が
望
ま
し

い
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
各
家
畜
市
場
等
と
連
携
し

て
現
状
分
析
等
を
行
い
、
家
畜
市
場
の
あ
り
方
を
引

き
続
き
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

宮
崎
中
央
地
区
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
種
雄

牛
３
頭
の
情
報
が
載
っ
て
い
る
が

 10
年
以
上
前
の

種
雄
牛
の
情
報
で
あ
り
、
畜
産
部
に
情
報
更
新
を

伝
え
て
い
る
が
未
だ
に
更
新
さ
れ
て
い
な
い
。

早
急
に
最
新
の
情
報
に
更
新
し
て
ほ
し
い
。（
宮

崎
）ご

指
摘
の
と
お
り
数
年
間
掲
載
内
容
を
更
新
し
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
早
急
に
更
新
対
応
致
し

ま
し
た
。
今
後
は
適
宜
適
切
に
更
新
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。

肥
料
や
飼
料
な
ど
の
価
格
は
上
昇
し
て
い
る
が
、

販
売
価
格
は
上
が
っ
て
い
な
い
。
飼
料
等
価
格
の

値
引
き
で
は
な
く
、
販
売
価
格
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
職
員
の
退
職
が
多
い
が
職
員
を
増
や
す

な
ど
の
対
応
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。（
宮

崎
）販

売
面
に
つ
き
ま
し
て
、
購
買
誘
致
を
常
勤
役
員

と
と
も
に
実
施
し
、
子
牛
購
買
へ
繋
げ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
枝
肉
販
売
に
つ
い
て

も
肥
育
牛
部
会
全
面
協
力
の
下
、
ミ
ヤ
チ
ク
、
Ａ

コ
ー
プ
、
管
内
取
扱
店
を
中
心
に
消
費
拡
大
や
販
売

対
策
を
行
い
、
組
合
員
へ
の
販
売
価
格
の
向
上
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
、
畜
産
部
に
３
名
の
新
採
用
職
員
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が
配
属
さ
れ
ま
し
た
が
、
職
場
環
境
に
つ
い
て
も
風

通
し
の
良
い
働
き
や
す
い
職
場
作
り
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

国
の
補
助
金
申
請
を
Ｊ
Ａ
で
行
っ
た
際
、
簡
略

な
受
付
で
中
身
が
な
い
資
料
と
な
っ
て
お
り
説
明

も
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
基
準
を
満
た
し
て

い
る
の
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
職
員
へ
質
問
し
て
も
詳
細
を
理
解
し
て
い

な
か
っ
た
。
事
前
に
資
料
を
読
み
込
ん
で
適
切
な

対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
宮
崎
）

大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、

国
や
県
か
ら
の
事
業
説
明
の
際
に
は
関
係
者
で
事
前

に
詳
細
内
容
の
把
握
確
認
を
十
分
に
行
い
ま
し
て
対

応
致
し
ま
す
。

金
融
部

手
数
料
に
つ
い
て
は
振
込
手
数
料
を
含
め
負
担

が
増
え
て
お
り
、
合
併
後
か
ら
デ
メ
リ
ッ
ト
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。（
宮
崎
）

令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
の
県
域
合
併
に
伴
い
、

各
種
信
用
手
数
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま

へ
の
案
内
が
遅
く
な
り
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
各
種
信
用
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
県
域
Ｊ
Ａ
が

主
体
と
な
り
県
内
他
行
の
料
金
体
系
等
を
比
較
し
設

定
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
当
地
区
本
部
に
お
き
ま
し
て
は
、
顧
客
周

知
期
間
等
を
含
め
組
合
員
や
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
負

担
増
と
な
る
一
部
手
数
料
に
つ
い
て
、
１
年
間
を
目

途
に
独
自
の
手
数
料
を
設
定
し
対
応
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。土

地
改
良
区
の
賦
課
金
や
水
利
費
を
窓
口
や
Ａ

Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
む
際
に
、
合
併
前
は
無
料
で
あ
っ

た
が
合
併
後
は
ど
う
な
る
の
か
。（
宮
崎
）

土
地
改
良
区
に
関
す
る
窓
口
で
の
振
込
手
数
料
は

現
在
、
振
込
手
数
料
を
無
料
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
振
込
で
は
有
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
県
統
一
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
当
地
区
本
部

の
み
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
今
後
、
信

連
等
と
対
応
に
つ
い
て
協
議
、
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

貯
金
窓
口
の
待
ち
時
間
が
長
い
の
で
対
策
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。（
国
富
）

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
に
よ
り
、
お
手
続
き

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
存

じ
ま
す
。
今
後
は
適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　
農
林
中
金
が
来
年
度
赤
字
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

農
林
中
金
か
ら
の
奨
励
金
が
無
く
な
れ
ば
農
協
の

事
業
経
営
や
生
産
者
に
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。（
宮
崎
・
南
宮
崎
・
高
岡
・
国
富
）

5
月
22
日
の
農
林
中
金
の
決
算
開
示
・
記
者
会

見
に
お
い
て
「
２
０
２
４
年
度
は
５
，０
０
０
億

円
を
超
え
る
規
模
の
赤
字
を
計
上
す
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
発
表
し
、
併
せ
て
当
該
赤
字
に
つ
い
て

は
「
２
０
２
５
年
度
以
降
黒
字
回
復
に
繋
げ
る
た
め
、

運
用
内
容
の
改
善
を
進
め
る
中
で
戦
略
的
に
赤
字
を

計
上
す
る
も
の
」
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
配
当
金
に
つ
い
て
は
様
々
な
要
因
を
あ
わ

せ
て
最
終
的
に
は
農
林
中
金
の
総
代
会
に
お
い
て
決

定
さ
れ
ま
す
が
、
農
林
中
金
よ
り
還
元
維
持
に
向
け

て
最
大
限
努
力
し
、
農
林
中
金
の
（
健
全
性
を
示
す
）

自
己
資
本
比
率
は
他
業
態
と
比
較
し
て
も
遜
色
な
い

水
準
で
あ
り
、
健
全
性
は
確
保
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

農
林
中
金
と
し
て
は
、
引
き
続
き
健
全
性
を
重
視
し

た
慎
重
な
財
務
運
営
を
継
続
し
、
今
後
も
し
っ
か
り

と
役
割
を
は
た
し
て
い
く
も
の
と
説
明
を
受
け
て
お

り
ま
す
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。

そ
の
後
、
6
月
19
日
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
「
農

林
中
金
の
来
年
3
月
期
の
最
終
赤
字
1
兆
５
，

０
０
０
億
円
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

一
体
と
な
っ
て
注
視
し
情
報
収
集
を
行
い
な
が
ら
、

引
き
続
き
皆
さ
ま
に
ご
心
配
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
な

い
よ
う
健
全
経
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

企
画
管
理
部

出
資
者
・
経
営
主
が
死
亡
し
、
後
継
者
が
い
な

い
場
合
出
資
金
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
農
業
を

辞
め
た
場
合
、
出
資
金
は
ど
う
な
る
の
か
。（
宮

崎
）出

資
金
は
貯
金
と
同
じ
く
個
人
資
産
で
あ
る
た
め
、

本
人
が
死
亡
し
た
場
合
は
相
続
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
個
人
が
農
業
を
辞
め
ら
れ
た
場
合
は
、

正
組
合
員
資
格
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
当

組
合
の
地
区
内
に
居
住
さ
れ
て
い
れ
ば
准
組
合
員
資

格
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
組
合
員

と
し
て
当
組
合
事
業
の
ご
利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
払
い
出
し
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
総

代
会
の
承
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
様
々
な
パ

タ
ー
ン
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
最
寄
り
の
支
店
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

県
域
Ｊ
Ａ
が
発
足
し
、
Ｊ
Ａ
全
体
の
問
題
と
し

て
組
合
員
の
高
齢
化
と
職
員
の
離
職
が
懸
念
さ
れ

る
。
そ
の
な
か
で
も
職
員
の
離
職
が
多
く
毎
年

約
 30
人
が
退
職
、
今
期
も

 50
人
が
退
職
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
こ
れ
は
組
織
的
な
問
題
も
あ
る
と

思
う
が
、
何
よ
り
職
員
給
料
が
安
い
こ
と
が
原
因

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
県
域
Ｊ
Ａ
職
員
の

給
与
体
制
を
検
討
し
て
い
く
と
思
う
が
、
ま
ず
は

組
織
体
制
を
し
っ
か
り
し
て
、
農
家
の
所
得
向
上

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
後
、
農
家
支
援

に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。（
佐
土
原
）

職
員
の
離
職
に
つ
い
て
は
懸
念
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

給
与
面
も
他
の
企
業
と
比
較
し
て
格
差
が
開
い
て

き
て
い
る
こ
と
も
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
は
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
外
部

コ
ン
サ
ル
を
入
れ
て
新
し
い
人
事
制
度
の
導
入
に
向

け
て
鋭
意
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
組

合
員
の
皆
さ
ま
の
所
得
向
上
に
資
す
る
よ
う
組
織
を

挙
げ
て
人
材
育
成
に
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
だ
か
ら
こ
そ

可
能
な
農
家
支
援
の
在
り
方
も
考
え
て
参
り
ま
す
。

外
部
出
資
減
損
損
失
と
あ
る
が
、
内
容
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。（
南
宮
崎
・
高
岡
）

㈱
エ
ー
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
に
対
す
る
出
資
に
つ
い

て
、
損
失
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。
㈱
エ
ー
コ
ー
プ

み
や
ざ
き
の
業
績
悪
化
に
よ
り
令
和
6
年
3
月
末
に

3
期
連
続
赤
字
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
み
の
り
監

査
法
人
か
ら
経
済
連
に
対
し
減
損
損
失
を
認
識
す
べ

き
で
あ
る
と
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
7
年
3
月
1
日
に
は
、
中
央
会
・
信
連
・
経

済
連
・
3
畜
連
が
包
括
承
継
と
な
る
予
定
で
あ
り
、

各
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
令
和
7
年
3
月
末
決
算
に
経
済

連
と
同
様
の
処
理
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ

み
や
ざ
き
（
合
併
後
）
に
損
失
を
持
ち
込
ま
せ
な
い

た
め
に
合
併
直
前
の
令
和
6
年
3
月
末
の
各
Ｊ
Ａ
の

決
算
で
統
一
的
に
損
失
処
理
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

剰
余
金
処
分
案
が
、「
損
失
処
理
案
」
と
な
っ
て

お
り
、「
次
期
繰
越
損
失
金
」
と
赤
字
を
繰
り
越

す
よ
う
な
表
示
と
な
っ
て
い
る
が
、
赤
字
の
ま
ま

繰
り
越
し
て
い
い
の
か
。（
宮
崎
）

令
和
6
年
3
月
末
決
算
は
、
2
ヶ
月
間
の
決
算
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
将
来
の
費
用
負
担
リ
ス
ク
軽
減

の
た
め
統
一
決
算
基
準
に
基
づ
い
た
決
算
処
理
（
費

用
計
上
）
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
Ｊ
Ａ
で

当
期
損
失
金
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
5
年
10
月
の
合
併
臨
時
総
会
時
に
積

み
立
て
た
「
合
併
準
備
積
立
金
」
を
取
り
崩
し
、
統

一
決
算
の
実
際
の
処
理
額
と
合
併
準
備
積
立
金
の
取

崩
額
に
差
異
が
生
じ
、
未
処
分
剰
余
金
と
な
っ
た
Ｊ

Ａ
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
全
体
と
し
て
は
プ
ラ

ス
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
（
合
併
後
）
に
は
、
統
一
決
算
基

準
適
用
後
の
純
資
産
総
額
（
全
Ｊ
Ａ
の
合
計
額
）
を
持

ち
込
み
ま
す
の
で
、
Ｊ
Ａ
毎
の
未
処
分
剰
余
金
の
プ

ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の
違
い
に
よ
る
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
理
解
下
さ
い
。
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ファーマーズマーケットとは、農業のプロフェッショナル達が自身の農場で栽培した農産物を持ち寄り、消費者へ直接販売するスタイルの市場です。
『 作ったものを売る 』 のではなく『 売れるものを作るよう仕掛ける 』 のがファーマーズマーケットです。
私共が目指すファーマーズマーケットは、高品質な旬の農産物を農家さんから直接買える特別感、生産者と消費者の交流、地域の『 美味しい！ 』

『 楽しい！ 』 に出会える空間であり、地域密着と農業振興の”丘 ”を創造します！！

ファーマーズマーケット出荷者大募集！！

● JAみやざきの組合員である方
● JAみやざきの口座をお持ちの方
● JAみやざき管内に農場をお持ちの方
● JAみやざき管内で自ら生産、加工、製造販売している

出荷者要件
● 窓口申し込み（宮崎営農センター、南宮崎営農センター、田野営農センター、
　佐土原営農センター、高岡営農センター、国富営農センター）
● 郵送での申し込み
　宮崎中央地区本部 販売部 直販課 宛
　住所：〒880-0921 宮崎県宮崎市大字本郷南方4142番地
　※申込用紙については各営農センター窓口に準備しております

募集期間終了後、応募者説明会の案内が届きます。
説明会にて詳細を説明いたします。
 詳しい内容につきましては、
宮崎中央地区本部 販売部 直販課（0985-89-4661）まで
お問い合わせください。

申し込み方法

● 第１次募集・・・令和６年６月20日～８月９日
● 第２次募集・・・令和６年９月20日～10月31日
● 第３次募集・・・令和６年11月20日～12月27日

募集期間

申込時必要書類

その他

● 出荷者協議会　会員申込書
　※正式な会員登録手続きに関しては応募者説明会時に案内します
● 出荷計画書

日髙さんは農業用ドローンの技能認定
を取得して５年。水稲の肥料散布やビ
ニールハウス汚れの除去剤を散布した
りなどを行う受託散布組合の副会長と
して地域で活動されています。ドロー
ンで作業をしていると地域の方々にも
声を掛けて頂くことも多いそうです。
「昔は手作業で肥料や農薬の散布を
行ったり大変だったため、省力化のた
めドローンの利用を始めました。以前
のドローンよりも大型となり、散布で
きる面積が広がり、積載量も増えたの
で効率が更に良くなったと感じます。」

新機種 【DJI製T25COMBO】  導入で期待ドローン情報

初心者コース

経験者コース 期 間

期 間 ５日間297,000円（税込）

3日間 187,000円（税込）※登録料
　含む

※登録料
　含む

ＤＪＩ製ドローン教習会コース
技能認定の取得を目指してみませんか？

宮崎校：宮崎中央地区本部　畜産市場
教習日程

教習場所

今後の日程につきましては、下記連絡先へお問合せください
㈱アグリプラス ☎0985-89-4664(担当:加治屋)

日髙 義春さん

JAみやざき 宮崎中央地区本部
2025年4月オープン予定
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宮崎中央地区本部
ガソリンスタンド

八代SSは
土日祝日 定休日

  4・18日（第1･3日曜日）

11・25日（第2･4日曜日）

●生目セルフ　　●エポックエリア　●田野SS
●佐土原セルフ　●高岡セルフ　　 　●三名SS

●宮崎セルフ　　●木花SS　　●清武SS
●那珂セルフ　　●本庄セルフ

●ハイオク　●レギュラー
●軽油　　　●灯油　※店頭給油のみ

対象
油種

全ての決済 ※決済方法により価格差があります
●現金　●掛カード　●QRコード決済
●プリカ　　●クレジットカード

対象
決済方法

毎 日 が  特売日  で す !

8月定休日のお知らせ

公式LINE
お得な情報
配信中!!

コーティング
バッテリー
エアコン

夏の夏の
３大キャンペーン３大キャンペーン

7月～8月

無料 無料
振込額3万円未満 振込額3万円以上

100円 200円
200円 300円

50円 100円
50円 100円

個人ネットバンク振込手数料（税別）
【ＡＴＭネットバンク振込手数料】（令和６年４月１日より）

ATM（当JAキャッシュ
カードによる振込）・
個人ネットバンクでの振込

当組合同一店舗宛 100円 200円
取扱内容 振込額3万円未満 振込額3万円以上

≪　土地改良区の賦課金、水利費のお振込について　≫

系統金融機関宛(県外) 200円 400円
他金融機関宛 300円 500円

当組合本・支店宛 100円 200円
系統金融機関宛(県内) 100円 200円

　新JAとして各種手数料が統一され、ATM・ネットバンクでの振込手数料について、下記のとお
り改定致しましたのでご案内申し上げます。
　組合員、利用者の方々につきましては、大変ご迷惑をお掛けいたしますが、今後も地域金融機関
として持続的なサービス提供、より一層のサービス向上に努めてまいりますので、何卒ご理解を賜
りますよう宜しくお願い申し上げます。

ATM・ネットバンク振込手数料改定のお知らせ

　土地改良区の賦課金、水利費をＡＴＭ・ネットバンクでお振込されている組合員、利用者の方々へご案内申し上げます。
　上記記載のとおり、令和６年４月１日よりＡＴＭ・ネットバンク振込手数料の改定に伴い、ＡＴＭ・ネットバンクで
お振込される場合には一部振込手数料を頂く事となりましたが、旧JA宮崎中央管内の土地改良区の賦課金、水利費の
お振込につきましては、旧JA宮崎中央管内の金融店舗窓口にてお振込頂きますと、これまで同様、【振込手数料免除】
でお手続きしておりますのでご案内申し上げます。
※ご不明な点等ございましたら、最寄りの金融店舗窓口までお問い合わせ下さい。　　

ATM振込手数料（税別）

６. 課題

７. 表彰式の開催　日時…令和 6 年 月 日㈯　 時～（予定）
 場所…JA AZM 大ホール（予定）

８. 優秀作品展示会の開催　期間…令和 6 年 月 日㈭～ 月 日㈪（予定）
場所…イオンモール２Ｆ「イオンホール」（予定）９. その他

※お問い合わせは、お近くのＪＡまたはＪＡ共済連宮崎　業務広報課
　（ ）まで

１. 募集資格
 

２. 応募点数
３. 応募方法
４. 締 切 日　 令和6年９月2日㈪
５. 応募企画　半紙：タテ約　  ㎝ × ヨコ約 ㎝

 条幅：タテ約　 ㎝ × ヨコ約 ㎝

募集要領

第１学年
第２学年
第３学年
第４学年
第５学年
第６学年
第１学年
第２学年
第３学年

半紙の部
うた

くるみ
あさがお

笑顔
信じる道
尊い生命
到達目標
国際親善
風光明媚

条幅の部
つばさ
はなび

秋まつり
美しい湖
友情の証

豊富な資源
芽吹く季節
言葉の源泉
高鳴る鼓動

小学生 

区　分

中学生 

第47回（令和6年度） JA共済小・中学生

書道コンクール作品募集
　ＪＡ共済では、共済事業の「相互扶助・思いやり」の精神を、次代をになう
小・中学生へ伝えていくとともに、児童・生徒の書写教育に貢献することを
目的として、小・中学生の「書道コンクール」を本年度も実施します。
　当コンクールは、質・量とも県下トップレベルを誇るものとして関係者の
皆さまから高い評価をいただいております。
　児童・生徒のみなさんの力作をふるってご応募ください。

　応募者氏名、学校名等については、応募者名簿を作成する等のコンクール業
務に必要な範囲でのみ利用いたします。また、上位入賞者については、氏名・
学校名等について機関紙「ＪＡ共済」誌他、適当と判断した新聞・雑誌、ホー
ムページ、ＪＡ共済ＣＭ等において発表することがありますのであらかじめご
了承ください。

宮崎県内に居住する小学生および中学生とします。
(応募された全員に参加賞を贈呈します。） 
半紙の部、条幅の部いずれか１人１点。 
応募作品は、学校に提出してください。 
学校締切… 

10 26

10 24 10 28
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６月号のご感想ありがとうございます。
お便りをご紹介します。

1.	 文系より――系の教科の方が好きです
3.	 医者いらずと呼ばれることもある植物
6.	 数え年70歳の祝い
7.	 精霊馬に使われる野菜の1つ
8.	 肉詰めにするのも定番の夏野菜
10.	 コンビニエンス――、チェーン――
14.	 関西国際空港や中部国際空港は、　　

――地に造られています
16.	 夏場によく食べられる麺
18.	 ――座は蠍（さそり）座と山羊（やぎ）

座の間にあります
19.	 パナマやスエズのものが有名
20.	 エビに見た目が似ているすしネタ

1.	 トマトやスイカに含まれる赤い色素
2.	 海で水上――を楽しんだ
3.	 独特の香りから香魚とも書く川魚
4.	 無駄遣いをすること
5.	 セーラー服のものは大きめ
7.	 孫悟空の乗り物です
9.	 酒などを入れる四角い容器
11.	 ザーザー、しとしとと降ります
12.	 夏にはくズボン下
13.	 アップの反対語。イメージ――
15.	 パンダの遊具にも使われるゴム製品
16.	 小さな船を数えるときに使う言葉
17.	 MB=――バイト、GB=ギガバイト

二重マスの文字をA〜Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか?頭の体操

　テのカギタ 　コのカギヨ

　テングサやオゴノリ

下記の要領で 8月22日㈭
（当日消印有効）までにお送りください。
当選者発表は10月号です。

応募方法・締切

※ご応募に際して取得した個人情報はこのたびのプレゼントの
抽選・発送以外には一切使用しません。また承諾なく第三者に
提供しません。但し、コメントに関しては「WELCOME JA」
に掲載させていただく場合がありますので、ご了承下さい。

①クイズの答え
　○○○○○
②〒・住所・氏名（匿名の
場合はペンネームも）・
年齢・電話番号
③JAだより「めぐみ」や
JA、農業に対するメッ
セージ、日常のこぼれ
話、イラストなど

　（必ず書いてくださいね！）

〒880-0813
宮
崎
市
丸
島
町
１
番
17
号

　
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央

め
ぐ
み
8
月
号
係

63

おめでとうございます
今月の応募は125通でした

6月号の答え「ナガグツ」

６月号プレゼント
完熟マンゴー「太陽のタマゴ」

甲斐　敏雄さん
佐藤実枝子さん
谷口　隆昌さん
中山やす子さん
堀之内ひとみさん

※当選者の発表は誌面にて行います。なお公正を期すため
　本名での発表とさせて頂きますので、ご応募の際は了解下さい。

55

※９月末ごろにお届け
☆残暑の疲れを美味しい宮崎牛で吹き飛ばそう！！
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ネットバンク
緊急サービス利用停止 058-098

ＪＡみやざき 第４回理事会

宮崎てげうま産直便
　農畜産品を生産者や生産地の情報に合わせてダイレクト
にお届けします。

みやざき中央農産物ファン拡大事業委員会
URL ： http://shop.ja-direct.net/

わちどんが村　式部の里

ＬＩＮＥ＠会員限定
毎月お得なクーポンが
当たるチャンス!! その他にも各種イベント

情報などをお届けします

こちらの
ＱＲコードを
読み取って

友だち登録を
お願いします♪

毎日のあんしん・
おいしいをおうちまで ＪＡくらしの宅配便
インターネットで注文できるＪＡの宅配サービス！
国産へのこだわりと安全・安心の品質をご自宅やご指定場所へ
お届けします。

オススメ！！ その①
「安全・安心」に

こだわり

オススメ！！ その③
安心の国産原料

オススメ！！ その②
地球環境にも考慮して

商品開発を行っています

0120-009366
土曜日・日曜日・祝日を除く、
午前9：30～12：00まで　午後1：00～5：00まで

お問い合わせ専用フリーダイヤル
ＪＡくらしの宅配便事務局

受付
時間
※お電話でのご注文は承っておりません

ＪＡくらしの宅配便
ウェブサイト

（インターネット）

　https://jakurashi.
zennoh.or.jp/

生産資材高騰に係る支援対策について
諸規程の制定について（ＬＰガス保安業務規程）
肥育牛関連資金の貸出及び農協理事と組合間の利益相反取引の承認に
ついて【都城地区本部】
事業資金短期（特別当座勘定貸越）にかかる資金の貸付について

【日向地区本部】

令和６年６月14日㈮開催　  JA・AZMホール2F 大研修室
1
2
３

４

人事異動

お詫び
めぐみ７月号に掲載いたしましたファーマーズマーケット愛称募集について

（16ページ）誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

【誤】優秀賞　商品券１千円 【正】優秀賞　商品券１万円

【退職】
令和６年６月30日付　藤元　　剛　（㈲ジェイエイファームみやざき中央出向）
 　木原　淳平　（田野支店 管理庶務 広報係）

【人事異動】
令和６年６月７日付　松田　　愛　大淀支店 共済課 共済係（育児休業）
令和６年６月13日付　川上　加奈　国富支店 共済課 共済係 係長待遇（育児休業）
令和６年６月21日付　岩切　桃子　宮崎支店 共済課 共済係（育児休業）
令和６年６月22日付　伊藤　　瞳　生目支店 貯金為替課 LPC係（育児休業）
令和６年７月２日付　黒木　　彩　住吉支店 融資課融資係（育児休業）
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※広報誌めぐみは
　HPからもご覧いただけますNokyo Dayori JA Megumi

私たちは自然を愛し人を愛し街を愛します

めぐみインスタグラム
始めました！
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高校卒

●必要書類を受付期間までに申込先へ郵送下さい。
●申込受付は９月５日㈭～９月10日㈫必着です。

１次試験　試験日：令和６年９月17日㈫
　　　　　会　場：JA・AZM別館　 研修室
　　　　　科　目：・筆記試験（一般常識・作文）
　　　　　　　　　　　　　　　　　・適性検査
　　　　　　　　　・集団面接
２次試験　個人面接（１次試験合格者のみ後日実施）

受験資格 必要書類

応募方法

●試験案内の詳細はホームページにて確認して下さい。
●

※受験票は９月12日㈭【予定】までに本人宛に送付します。
※１次試験の結果は10月初旬（予定）に本人宛に通知します。

履歴書（JIS 規格のもの）、卒業証明書、成績証明書、特殊技
能者はその免許証の写、写真（縦４㎝、横３㎝履歴書貼付と同
じもので裏に氏名を記入）

ＪＡみやざき宮崎中央地区本部の
職員（高卒）を募集します
ＪＡみやざき宮崎中央地区本部の
職員（高卒）を募集します
ＪＡみやざき宮崎中央地区本部の
職員（高卒）を募集します

令和
７年度

平成８年４月２日から平成19年４月１日までに
生まれた方で、高等学校を卒業
または令和７年３月卒業見込みの方
（卒業見込みの方は学校を通じてお申し込みください）

〒 　宮崎市丸島町１番 号
ＪＡみやざき 宮崎中央地区本部
　　企画管理部 人事教育課　井野・大野

  

※郵送の場合、必ず郵便局窓口で、　「特定記録」
　にしてください
※封筒の裏には受験者の氏名、　住所を必ず記載
　してください

ホームページにも
詳細を載せています

http://chuou.ja-miyazaki.jp

TEL.0985（20）1001

申込先およびお問合せ先


